
第 48号　２００２年 11月
発行：萩ネットワーク協会
〒 758-8555　山口県萩市大字江向 510　萩市役所広報課内
ＴＥＬ 0838 − 25 − 3178　ＦＡＸ 0838 − 26 − 5458
萩市ホームページ
http://www.city.hagi.yamaguchi.jp/

11・12月のイベント・・・・・・・・・・・・・・・P2
萩の新ブランド（魚、なす、竹）・・・・・・・・・・P3
萩地区の市町村合併の動き・・・・・・・・・・・・P3
萩 400年の物語　第 12回（北村知紀）・・・・・P4 〜 5
ズームアップ［西村不可止］・・・・・・・・・・・・P5
同窓会だより・・・・・・・・・・・・・・・・・・P6
めーるぼっくす（投稿）・・・・・・・・・・・・・・P6
田中傳（山口はぎ漁業協同組合代表理事組合長）・・・P7
萩発旬の味便り［萩のヨコワ］・・・・・・・・・・・P8

目　
　
次

　萩市制施行 70周年記念の「大相撲萩場所」（日本相撲協会
主催）が 10 月 26・27 日市民体育館で開催され、武蔵丸、
貴乃花両横綱の土俵入りや迫力ある取組を約 4,500 人の観客
が楽しみました。関連行事として県立萩美術館・浦上記念館
で「相撲絵の流れ」展が開催されました。
　江戸時代に活躍した上位力士たちの多くは大名から扶

ぶ ち
持を

与えられて召し抱えられた藩お抱えの力士でした。萩藩お抱
えの力士の中でも力上位の者は「阿

おうのまつ
武松」や「越ヶ浜」、「菊

ヶ浜」など萩の地名を四
し こ な
股名としています。最も有名なのが、

第６代横綱になった阿武松緑之助で、現在大井の海岸を阿武
の松原といっていますが、昔は萩付近の海岸の名称でした。
菊ヶ浜勝蔵は萩出身とされています。（13ページ参照）
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萩藩お抱えの力士

阿お
う
の
ま
つ

武
松
緑
之
助
（
勝
川
春
亭
）

菊
ヶ
浜
勝
蔵
（
落
合
芳
幾
）



　
「
萩
で
未
知
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、

第
１
回
の
全
国
街
道
交
流
会
議
が
萩
市

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
11
月
23
日
（
祝
）
午
後
１
時

30
分
〜
６
時

と
こ
ろ　
萩
国
際
観
光
ホ
テ
ル
「
楽
天

池
」

入
場
料　
無
料

内　
容

●
記
念
対
談
「
街
道—

う
つ
く
し
き

日
本
の
道
」

　
大
石
久
和
（
国
土
交
通
省
道
路
局
技

監
）、
川
勝
平
太
（
国
際
日
本
文
化
研

究
セ
ン
タ
ー
教
授
）

●
分
科
会

第
１
分
科
会
「
交
流
観
光
と
街
道
」
第

２
分
科
会
「
街
道
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ

ス
テ
ム
」
第
３
分
科
会
「
街
道
文
化
・

く
ら
し
文
化
の
伝
承
」第
４
分
科
会「
松

陰
街
道
の
連
携
」

主　
催　
全
国
街
道
交
流
会
議

問
い
合
わ
せ　
萩
市
企
画
課
企
画
第
１

係
（
０
８
３
８・２
５・３
１
０
２
）

売
（
午
前
10
時
〜
、
市
役
所
周
辺
、
市

民
館
小
ホ
ー
ル
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

前
広
場
）

問
い
合
わ
せ　

萩
広
域
ふ
る

さ
と
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
０
８
３
８・２
２・３
８
０
３
）

　
山
口
き
ら
ら
博
メ
モ
リ
ア
ル
リ
レ
ー

イ
ベ
ン
ト
が
県
内
８
か
所
で
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。
萩
広
域
で
は
、
萩
市
役
所

第
３
駐
車
場
を
主
会
場
に
萩
広
域
の
若

者
が
中
心
と
な
り
、「
長
州
と
こ
と
ん

総
踊
り
in
萩
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

よ
さ
こ
い
踊
り
や
ト
コ
ト
ン
ヤ
レ

節
、
男
な
ら
な
ど
の
踊
り
が
披
露
さ
れ

ま
す
。

　
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　
き　
11
月
10
日
（
日
）
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　
市
役
所
第
３
駐
車
場
ほ
か

問
い
合
わ
せ　

萩
地
区
広

域
圏
市
町
村
組
合
事
務
局

（
０
８
３
８・２
２・３
８
０
３
）

　
今
年
は
日
本
を
代
表
す
る
マ
ラ
ソ
ン

ラ
ン
ナ
ー
谷
口
浩
美
選
手
（
バ
ル
セ
ロ

ナ
五
輪
８
位
入
賞
、
ア
ト
ラ
ン
タ
五
輪

出
場
）
が
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
部
に
特

別
出
場
し
大
会
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

と　
き　
12
月
15
日
（
日
）
午
前
８
時

〜
（
受
付
開
始
）、
午
前
９
時
〜
（
開

始
式
）

と
こ
ろ　
萩
ス
タ
ジ
ア
ム
（
受
付
）

種　
目

■
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
部
（
午
前
10
時

〜
、
21
・
０
９
７
５
㎞
）

コ
ー
ス　
萩
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク
〜
指

月
公
園
折
り
返
し

■
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
（
午
前
10
時
５
分

〜
、
２
㎞
）

■
10
㎞
の
部
（
午
前
10
時
15
分
〜
）

■
５
㎞
の
部
（
午
前
10
時
25
分
〜
）

■
２
㎞
の
部
（
午
前
10
時
30
分
〜
）

問
い
合
わ
せ　

維
新
の
里
萩
城
下
町

マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

（
０
８
３
８・２
５・５
５
１
９
）

鉄
砲
隊
実
演
（
午
前
10
時
〜
）

と
こ
ろ　
萩
城
跡
指
月
公
園

○
岩
国
藩
鉄
砲
隊
実
演
（
午
前
11
時
30

分
〜
）

と
こ
ろ　
市
民
球
場

○
萩
時
代
パ
レ
ー
ド
（
正
午
〜
）

と
こ
ろ　
市
役
所
〜
金
谷
神
社
前

問
い
合
わ
せ　

萩
市
観
光
課
内

萩
時
代
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
０
８
３
８・２
５・３
１
３
９
）

　
今
年
は
市
町
村
合
併
の
論
議
が
ス
タ

ー
ト
し
、
萩
広
域
の
一
体
性
を
よ
り
強

め
る
と
い
う
ね
ら
い
か
ら
「
み
ん
な
で

一
つ
、
萩
広
域
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
萩
と
周
辺
町
村
の
名
産
・
特
産
品
が

一
堂
に
集
い
ま
す
。

と　
き　
11
月
９
日（
土
）〜
10
日（
日
）

と
こ
ろ　
萩
市
民
館
、
萩
市
役
所
周
辺

主
な
催
し

萩
広
域

ふ
る
さ
と
ま
つ
り

第3回　維新の里 
全
国
か
ら
集
ま
っ
た

選
手
達
に
ご
声
援
を
！

　
今
年
は
萩
市
制
施
行
70
周
年
を
記
念

し
、
萩
城
跡
指
月
公
園
内
で
は
毛
利
家

が
能
を
好
ん
で
催
し
た
史
実
に
基
づ

き
、
萩
薪
能
を
開
催
し
ま
す
。

　
大
名
行
列
や
時
代
パ
レ
ー
ド
な
ど
歴

史
の
ま
ち
萩
な
ら
で
は
の
催
し
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

と　
き　
11
月
９
日
（
土
）
午
後
４
時

20
分
〜

と
こ
ろ　
萩
城
跡
指
月
公
園
（
小
雨
中

止
）

演　
目　
仕
舞「
船
弁
慶
」大
島
政
允
、

能
「
羽
衣
」（
喜
多
流
）
友
枝
雄
人

鑑
賞
料　
無
料
（
指
月
公
園
入
園
料
が

必
要
）

と　
き　
11
月
10
日
（
日
）

○
萩
民
踊
「
男
な
ら
」
披
露
・
岩
国
藩

史
都
萩
の
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト

萩
時
代
ま
つ
り

萩
薪

た
き
ぎ
の
う

能

萩
時
代
パ
レ
ー
ド
ほ
か

長
州
と
こ
と
ん
総
踊
り
in
萩

全
国
街
道
交
流
会
議
萩
大
会

【
９
日
（
土
）】

　

合
併
力
も
ち
、

大
も
ち
ま
き
大
会

（
午
後
０
時
20
分

〜
）、
萩
広
域
ふ
る

さ
と
ま
つ
り
歌
謡

祭
「
歌
謡
コ
ン
ク

ー
ル
山
口
県
決
勝

大
会
」（
午

後
１
時
〜
）

ほ
か

【
10
日（
日
）】

多
彩
一
萩
広

域
芸
能
祭

（
午
前
10
時

〜
）
ほ
か

【
９
日
、
10

日
】

各
種
物
産
販

長
州
と
こ
と
ん
総
踊
り
in
萩

ポ
ス
タ
ー



市
町
村
合
併
の
動
き

　
萩
市
と
３
町
４
村
（
川
上
村
、
阿
武

町
、
田
万
川
町
、
む
つ
み
村
、
須
佐
町
、

旭
村
、
福
栄
村
）
は
、
７
月
30
日
、
合

併
に
関
す
る
具
体
的
な
調
査
研
究
や
議

論
を
深
め
る
た
め
「
萩
広
域
市
町
村
合

併
調
査
検
討
協
議
会
」（
任
意
協
議
会
）

を
設
置
し
ま
し
た
。

８
月
22
日　
第
２
回
「
合
併
重
点
支
援

地
域
の
指
定
に
向
け
た
協
議
」

　
市
町
村
合
併
の
検
討
協
議
を
進
め
る

上
で
財
政
的
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る
県

の
「
合
併
重
点
支
援
地
域
」
の
指
定
に

向
け
た
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

９
月
７
日　
第
３
回
「
田
万
川
町
退
会
」

　
田
万
川
町
か
ら
協
議
会
を
退
会
し
た

い
旨
の
申
し
入
れ
が
あ
り
ま
し
た
。
田

万
川
町
は
島
根
県
に
接
し
、
萩
市
と
の

物
理
的
な
距
離
が
あ
り
、
ま
た
生
活
圏

が
益
田
市
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
町
議
会

特
別
委
員
会
に
お
い
て
全
会
一
致
で
退

会
を
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

９
月
20
日　

萩
市
市
町
村
合
併
講
演

会
、
地
区
別
説
明
会

　
野
村
萩
市
長
に
よ
る
萩
地
区
の
合
併

の
現
状
や
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
説
明
と
市

町
村
合
併
先
進
地
の
講
師
に
よ
る
基
調

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
９
月
26
日
か
ら
「
市
町
村
合

併
地
区
別
説
明
会
」
を
市
内
の
小
学
校

区
ご
と
に
10
か
所
で
実
施
し
ま
し
た
。

９
月
27
日　
第
４
回
「
市
町
村
合
併
の

基
本
項
目
の
概
要
説
明
」

　
合
併
の
基
本
４
項
目
で
あ
る
「
合
併

の
方
式
」、「
合
併
の
期
日
」、「
新
市
の

名
称
」、「
事
務
所
の
位
置
」
に
つ
い
て

概
要
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

10
月
７
日　
県
の
合
併
重
点
支
援
地
域

に
指
定

　
田
万
川
町
を
除
く
１
市
２
町
４
村
の

市
町
村
長
が
県
庁
を
訪
問
し
、
野
村
萩

市
長
が
代
表
し
て
、
合
併
重
点
支
援
地

域
の
指
定
申
請
書
を
二
井
知
事
に
手
渡

し
ま
し
た
。
県
内
で
は
、
周
南
地
域
、

大
島
郡
４
町
、
長
門
地
域
に
続
き
、
４

か
所
目
の
指
定
と
な
り
ま
す
。

10
月
15
日　
萩
広
域
合
併
推
進
市
民
会

議
発
足

　
萩
市
内
の
主
な
団
体
や
市
民
か
ら
な

る
萩
広
域
合
併
推
進
市
民
会
議
が
発
足

し
ま
し
た
。
市
民
会
議
は
、
萩
市
内
の

各
種
団
体
１
１
０
団
体
で
構
成
さ
れ
、

民
間
の
立
場
か
ら
合
併
を
推
進
し
、
市

や
協
議
会
に
も
提
言
し
て
い
き
ま
す
。

９
月
27
日　
第
５
回
「
基
本
４
項
目
の

協
議
」

　
合
併
の
方
式
は
新
設
合
併
、
ま
た
合

併
の
期
日
は
平
成
17
年
３
月
31
日
ま
で

の
早
い
時
期
と
い
う
こ
と
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
が
、
新
市
の
名
称
、
事
務
所
の

位
置
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
検
討
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

■
萩
の
け
ん
さ
き
い
か

　
け
ん
さ
き
い
か
は
、
い
か
の
女
王
と

呼
ば
れ
、
ほ
ん
の
り
と
甘
味
が
あ
る
肉

厚
の
身
は
実
に
お
い
し
く
、
口
中
い
っ

ぱ
い
に
甘
さ
が
広
が
り
至
福
感
を
味
わ

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
け
ん
さ
き
い
か
の
活
き
造
り
は
、
萩

の
名
物
料
理
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
お

り
、
最
近
で
は
こ
れ
を
目
当
て
に
し
た

他
県
か
ら
の
観
光
客
も
非
常
に
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ス
ル
メ
に
加
工

さ
れ
た
と
き
は
、「
一
番
ス
ル
メ
」
と

呼
ば
れ
る
ほ
ど
で
、
そ
の
需
要
価
値
は

高
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

■
萩
の
瀬
つ
き
あ
じ

　
萩
の
瀬
つ
き
あ
じ
は
、
九
州
五
島
列

島
西
沖
で
生
ま
れ
対
馬
暖
流
に
乗
り
、

日
本
海
は
萩
沖
に
来
遊
し
ま
す
。
萩
沖

の
豊
富
で
良
質
な
餌
を
食
べ
成
長
し
体

は
潮
に
も
ま
れ
、
身
が
し
ま
り
お
い
し

い
瀬
付
き
あ
じ
に
な
り
ま
す
。

■
萩
の
甘
だ
い

　
江
戸
時
代
以
前
か
ら
高
級
料
理
の
素

材
と
し
て
食
さ
れ
て
き
た
甘
だ
い
。
萩

に
水
揚
げ
さ
れ
る
甘
だ
い
は
、
対
馬
沖

か
ら
浜
田
沖
に
か
け
て
の
海
域
、
特
に

見
島
沖
で
多
く
漁
獲
さ
れ
ま
す
。

　
漁
場
が
近
い
こ
と
も
あ
り
抜
群
の
鮮

度
な
の
で
、
萩
沖
の
甘
だ
い
は
日
本
一

の
品
質
、
高
級
魚
と
し
て
高
い
評
価
を

得
て
い
ま
す
。

竹
製
品
で
萩
を
Ｐ
Ｒ
！

　
萩
地
域
の
竹
を
使
っ
た
新
た
な
産
業

興
し
を
目
的
に
10
月
８
日
、
中
間
法
人

「
萩
の
竹
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
」
が

発
足
し
設
立
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
協
議
会
で
は
、
竹
材
を
活
用
し

た
商
品
の
研
究
開
発
、
竹
炭
や
竹
製
品

の
普
及
Ｐ
Ｒ
、
販
路
開
拓
な
ど
を
展
開

し
て
い
き
ま
す
。

　
萩
地
域
の
竹
は
、
強
度
、
粘
り
と
も

優
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
竹
材

を
活
用
し
た
観
光
土
産
品
の
製
作
販
売

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

萩
の
新
名
物　
萩
た
ま
げ
な
す
！

た
ま
げ
た
！　
大
き
い
!!　
美
味
し
い
!!!

　
か
つ
て
長
門
市
で
栽
培
さ
れ
て
い
た

ジ
ャ
ン
ボ
ナ
ス
の
一
種
で
あ
る
田
屋
な

す
を
「
萩
た
ま
げ
な
す
」
と
命
名
し
、

今
年
か
ら
３
年
計
画
で
栽
培
技
術
の
確

立
と
普
及
拡
大
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た「
萩
た
ま
げ
な
す
」の
試
食
会（
萩

市
彩
り
の
伝
統
野
菜
振
興
協
議
会
主

催
）
が
９
月
27
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　
「
萩
た
ま
げ
な
す
」
は
実
が
大
き
く

て
美
味
し
く
種
が
少
な
い
の
が
特
徴
で

す
が
、
他
の
な
す
よ
り
収
量
が
少
な
い

の
で
、
今
後
は
収
量
の
ア
ッ
プ
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

萩
の
竹
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
協
議
会
設
立

日
本
海
、
萩
沖
の
逸
品
！

萩
の
魚
ブ
ラ
ン
ド

萩の竹を使った商品の一部 長さ 30㎝、重さ 500gを超える萩たまげなす



　
関
ケ
原
以
来
、
輝
元
の
心
中
に
は
豊
臣
家
へ
の
よ

ほ
ど
強
い
思
い
が
残
っ
た
よ
う
で
、
実
は
、
こ
れ
よ

り
８
、９
年
前
に
も
こ
の
事
件
の
先
ぶ
れ
の
よ
う
な
騒

ぎ
が
生
じ
て
い
る
。
江
戸
後
期
に
ま
と
め
ら
れ
た
萩

藩
の
『
古
老
物
語
』
が
伝
え
る
話
だ
。

　
「
今
、
堀
内
の
春
日
社
の
所
へ
豊
国
大
明
神
を
建
立

し
た
い
お
考
え
だ
っ
た
が
、
天て

ん
か下

向む

き
悪あ

し
く
聞
こ

え
候
故ゆ

え
、
こ
の
春
日
を
お
引
か
せ
な
ら
れ
候
由よ

し
」

　
豊
国
大
明
神
は
当
時
、
秀
吉
の
嗣
子
秀
頼
が
父
を

ま
つ
る
た
め
京
都
に
創
建
し
て
間
も
な
い
神
社
だ
っ

た
が
、
こ
の
大
坂
陣
の
あ
と
家
康
が
取と

り
潰つ

ぶ
す
。

　
そ
ん
な
神
社
を
こ
と
も
あ
ろ
う
に
萩
城
三
の
丸
に

建
て
る
な
ど
、
家
康
や
幕
府
に
ど
う
思
わ
れ
る
か
。

下
手
を
す
れ
ば
や
っ
と
取
り
留と

め
た
領
国
が
没
収
さ

れ
か
ね
な
い
。
殿
は
何
を
言
い
出
す
の
か
。「
天
下
向

き
悪
し
く
聞
こ
え
候
」
に
、
青
く
な
り
必
死
に
主
君

を
諌い

さ
め
た
家
臣
た
ち
の
姿
が
う
か
ぶ
。

　
佐
野
道
可
の
事
件
を
『
萩
藩
閥ば

つ
え
つ
ろ
く

閲
録
・
内
藤
孫
左

衛
門
』
を
中
心
に
見
て
み
た
い
。
主
君
輝
元
の
命
に

よ
り
名
を
佐
野
道
可
と
改
め
て
大
坂
城
に
入
っ
た
の

は
内
藤
修し

ゅ
り
の
だ
い
ぶ

理
大
夫
元
盛
。
防
長
の
名
族
内
藤
氏
を
継

い
だ
、
一
門
筆
頭
・
宍し

し
ど戸

元も
と
つ
ぐ続

の
実
弟
、
二
重
の
縁

で
毛
利
氏
の
姻
戚
だ
っ
た
。

　
「
慶
長
十
九
年
大
坂
表お

も
て

ご
一
乱
の
時
、
ご
内

な
い
し
ょ
う證

に
段
々
旨し

し
ゅ趣

こ
れ
あ
り
。
輝
元
公
よ
り
ご
誓せ

い
し詞

下く
だ

し

な
さ
れ
、
秀
頼
公
の
お
味
方
と
し
て
、
姓
名
を
改
め

佐
野
道
可
と
号
し
、
大
坂
籠
城
つ
か
ま
つ
り
候
」

　
そ
の
輝
元
の
誓
詞
に
は
、
①
今
度
元も

と
つ
ぐ続

を
以
て
頼

ん
だ
事
、分
別
し
て
上

じ
ょ
う
は
ん

坂
さ
れ
神
妙
の
至
り
。
生せ

い
せ
い々

世よ
よ々

忘
れ
な
い
。
約
束
し
た
事
は
必
ず
守
る　

②
嫡

子
の
本
家
は
勿
論
、
そ
の
兄
弟
の
分
家
ま
で
将
来
と

佐
さ の

野 道
ど う か

可 事 件 と は 何 か

萩４００年の物語　第 12 回

　歴史にはしばしば奇っ怪なことが起きる。関ケ原戦から 14年、余命少ない徳川家康は
豊臣氏の最後の息の根をとめるため大坂の陣を起こす。天下の大名が動員され毛利氏も大
坂城を囲むが、なんと輝

てるもと
元はその大坂城に豊臣秀

ひでより
頼へ味方させるべく一人の重臣を密か

に送り込んでいた。名前を変えさせ、兵糧米１万石に替
か
わる黄金５百枚を与え、因果をふ

くめて籠城させた。藩主ら数人が関知するだけの秘事だったが、露顕し毛利家は再び危な
い橋をわたった。佐野道可事件である。なぜこのような奇妙が起きたのか。そこに輝元の
“関ケ原後遺症” とでも呼ぶほかない豊臣への 情

なさけ
と徳川への 怨

うらみ
があったように思える。

　
萩
に
豊と

よ
く
に国

大だ
い
み
ょ
う
じ
ん

明
神
を
建
て
た
い

←

←

←

あ
っ
た
と
い
う
。

　
輝
元
が
道
可
の
大
坂
籠
城
を
相
談
し
た
の
は
、
関

ケ
原
で
主
戦
派
だ
っ
た
執し

っ
せ
い政

秀ひ
で
も
と元

（
長
府
藩
主
）
と

藩
主
で
あ
る
息
子
秀ひ

で
な
り就

、
道
可
の
兄
で
周

し
ゅ
う
せ
ん

旋
役
の

宍
戸
元
続
ぐ
ら
い
だ
っ
た
ら
し
い
。
反
対
さ
れ
る
こ

と
と
漏ろ

う
え
い洩

を
恐
れ
た
の
で
あ
る
。

　

だ
が
、
こ
ん
な
法ほ

う
が
い外

な
こ
と
が
他
に
漏
れ
な
い

は
ず
は
な
い
。
大
坂
夏
の
陣
の
直
前
、
元げ

ん
な和

元
年

（
１
６
１
５
）
４
月
、
一
族
・
重
臣
間
に
知
ら
れ
、
大

問
題
に
な
る
。
こ
と
に
関
ケ
原
戦
で
吉き

っ
か
わ川

広ひ
ろ
い
え家

と
共

に
和
平
に
働
い
た
宿
老
福ふ

く
は
ら原

広ひ
ろ
と
し俊

の
怒
り
と
心
配
は

強
か
っ
た
。
彼
は
前
年
の
冬
、
い
ち
早
く
探
知
し
て

秀
元
を
質た

だ
し
、「
知
ら
な
い
」
と
白し

ら
を
切き

ら
れ
て
い
た
。

　
広
俊
が
広
家
へ
あ
て
た
手
紙
に
「
こ
の
儀
世
上
漏

れ
れ
ば
お
家
の
一
大
事
で
す
。（
秀
元
は
）
い
ら
ざ
る

ご
才
覚
立
て
、
失
敗
し
て
万
事
こ
の
調
子
で
す
。
関

　
佐
野
道
可
が
大
坂
に
籠
城
し
落
城
の
際
に
逃
走
し

た
こ
と
は
家
康
に
も
知
ら
れ
る
。
徳
川
方
は
道
可
を

逮
捕
し
て
差
し
出
さ
な
け
れ
ば
、
輝
元
が
籠
城
さ
せ

た
と
解か

い
す
ぞ
と
脅お

ど
す
。
福
原
広
俊
が
懸
念
し
た
毛
利

家
の
危
機
が
現
実
に
な
る
。

　
毛
利
家
は
諸
方
を
探
索
、
京
都
に
潜
ん
で
い
た
道

可
を
見
つ
け
て
切
腹
さ
せ
、
首し

る
し級

を
差
し
出
し
た
。

そ
れ
で
も
心
配
な
輝
元
は
、
さ
ら
に
道
可
の
息
子
２

人
を
国
元
か
ら
上
洛
さ
せ
、
家
康
の
処
断
を
仰あ

お
が
せ

た
。
家
康
は
２
人
は
関
わ
り
無
し
と
認
め
帰
国
さ
せ

る
。

　

と
こ
ろ
が
、
輝
元
は
な
お
も
不
安
に
か
ら
れ
、
２

人
を
そ
れ
ぞ
れ
の
領
地
で
自
刃
さ
せ
る
。
こ
の
処
置

は
幕
府
を
も
驚
か
し
た
よ
う
で
、
大
目
付
柳や

ぎ
ゅ
う生

宗む
ね
の
り矩

は
「
一ひ

と
し
お入

痛
ま
し
き
計ば

か
り

に
候
」
と
も
ら
し
た
。

　

な
ぜ
輝
元
は
道
可
を
大
坂
城
に
入
れ
た
の
か
。

「
情じ

ょ
う
ぎ誼

に
厚
い
卿き

ょ
う

の
秀
頼
へ
の
同
情
の
発
露
」（『
毛

利
輝
元
卿
伝
』）、
豊
臣
へ
の
忠
誠
心
が
い
わ
れ
る
。

ま
た
、
数
年
持も

ち
堪こ

た
え
れ
ば
家
康
の
寿
命
も
尽
き
大

坂
方
勝
利
の
目
が
あ
る
や
も
と
考
え
た
、
と
い
う
う

が
っ
た
説
も
あ
る
。

　
し
か
し
、
大
国
の
統
領
と
し
て
軽
々
し
く
情
に
流

輝元が重臣を佐野道可と変名させて送り込
んだ大坂城本丸（『大坂夏の陣図屏

びょうぶ
風』より）

豊臣氏への負い目と関ケ原戦の心の
傷
きずあと
痕をもち続けたとみられる毛利輝

元（『毛利輝元卿伝』より）←

←

　
佐
野
道
可
は
一
門
筆
頭
の
実
弟
内な

い
と
う藤

元も
と
も
り盛

　
才さ

い
か
く覚

し
た
の
は
輝
元
、

　
　
　
　
　
　
　
漏
洩
し
て
危
機
ま
ね
く

　
道
可
と
二
子
を
切
腹
さ
せ
危
機
免
れ
る



じ
て
何
を
言
い
た
い
の
か
」
と
の
言
葉

を
大
切
に
、
一
枚
一
枚
絵
と
向
き
合
っ

て
き
ま
し
た
。

　
ア
ナ
ロ
グ
派
の
絵
に
対
し
、
デ
ジ
タ

ル
派
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
Ｉ
Ｔ
企
業

に
30
年
間
勤
務
し
た
せ
い
か
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
に
は
慣
れ
て
お
り
、
現
在
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
私
が
ウ
ェ
ブ
マ
ス

タ
ー
を
し
て
い
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
３

つ
あ
り
ま
す
。
Ｙ
Ａ
Ｈ
Ｏ
Ｏ
で
「
西
村

不
可
止
」と
検
索
す
る
と
出
て
き
ま
す
。

一
度
見
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

ア
ナ
ロ
グ
の
中
に
デ
ジ
タ
ル
感
覚

を
、
デ
ジ
タ
ル
の
中
に
ア
ナ
ロ
グ
感
性

を
、
絵
を
通
じ
て
の
自
己
表
現
が
私
の

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

昭
和
39
年
萩
高
校
卒
、
日
本
電
信
電
話

公
社
（
現
Ｎ
Ｔ
Ｔ
）
入
社
、
昭
和
63
年

Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
通
信
㈱
（
現
㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ

デ
ー
タ
）
分
社
に
伴
い
移
籍
、
現
在
中

国
支
社
に
勤
務
。広
島
指
月
会
副
会
長
、

絵
画
団
体
元
陽
会
広
島
副
支
部
長
、
中

国
地
区
品
質
経
営
協
会
運
営
委
員
。

も
見
捨
て
ず
取
り
立
て
る
か
ら
安
心
し
て
く
れ　
③

大
坂
で
は
ど
ん
な
事
が
あ
っ
て
も
お
互
い
申
し
通
じ

て
は
な
ら
な
い
。
城
中
の
首
尾
、
然し

か
る
べ
き
よ
う
頼

み
入
る　
　
と
あ
る
。

　
豊
臣
方
勝
利
の
と
き
は
10
カ
国
を
与
え
る
約
束
も

▶
毛
利
輝
元
は
初
め
こ
の
萩

堀ほ
り
う
ち内

・
春か

す
が日

社
の
地
に
秀
吉

を
祀ま

つ
る
豊
国
大
明
神
を
建
て

よ
う
と
し
た
（『
八や

え
は
ぎ

江
萩
名

所
図ず

え画
』
よ
り
）

←

←

　ズーム
　 アップ・・

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

西

村

不ふ

可か

止し

氏

（
広
島
市
東
区
在
住
、
昭
和
39
年
萩
高
卒
）

広
島
指
月
会
副
会
長

　
紫
福
（
現
福
栄
村
）
で
生
ま
れ
、
18

歳
に
な
る
ま
で
は
ず
っ
と
紫
福
で
し

た
。
小
学
校
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で
一

ク
ラ
ス
で
し
た
。
そ
の
せ
い
か
ま
と
ま

り
が
よ
く
、
中
学
校
の
同
期
会
は
今
で

も
４
年
に
一
度
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
出

席
率
は
50
％
以
上
で
す
。
そ
の
中
学
校

も
数
年
前
統
合
さ
れ
、
か
つ
て
の
学
舎

は
今
は
あ
と
か
た
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
い
ま
で
も
毎
年
田
植
え
に
は
帰
っ
て

い
ま
す
。
両
親
と
弟
が
水
回
り
、
防
除

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
な
に
せ
道
路
が

整
備
さ
れ
た
お
か
げ
で
広
島
か
ら
２
時

間
半
の
行
程
で
す
。

　
広
島
指
月
会
は
平
成
８
年
に
創
立
総

会
を
開
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
先
立
つ
一

年
前
、
東
京
か
ら
吉
田
栄
一
氏
を
広
島

に
迎
え
、
吉
田
氏
が
熱
心
に
設
立
の
意

義
を
説
か
れ
ま
し
た
。
私
ご
と
き
が
な

ぜ
そ
の
席
に
呼
ば
れ
た
か
と
思
う
に
、

当
時
の
東
京
指
月
会
の
事
務
局
長
を
さ

れ
て
い
た
川
渕
正
臣
氏
か
ら
推
薦
い
た

だ
い
た
よ
う
で
す
。

　
そ
の
後
、
赤
○
辰
也
氏
、
冨
山
侃
氏

他
、
多
数
の
方
々
の
大
変
な
ご
苦
労
と

た
ゆ
ま
な
い
ご
努
力
で
第
一
回
設
立
総

会
を
開
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

時
の
出
席
者
は
66
人
で
し
た
。
初
代
の

会
長
は
小
松
達
雄
氏
で
す
。
そ
の
後
、

大
野
綱
之
氏
、
楊
井
昭
夫
氏
と
継
が
れ

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
詳
し
く
は
「
広
島

指
月
会
」ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

「
広
島
指
月
会
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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残
り
少
な
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
で

す
。
毎
日
あ
く
せ
く
し
て
い
ま
す
が
、

休
日
に
は
絵
や
パ
ソ
コ
ン
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

　
絵
で
い
え
ば
15
年
前
か
ら
公
募
団
体

「
元
陽
会
」
に
毎
年
出
品
し
、
東
京
都

美
術
館
、
広
島
県
立
美
術
館
、
今
年
か

ら
大
阪
市
立
美
術
館
で
展
示
し
て
い
ま

す
。
ま
た
萩
市
美
術
展
に
も
10
年
前
か

ら
出
品
し
、
最
近
は
国
民
文
化
祭
に
も

出
品
し
て
い
ま
す
。

　
絵
を
描
く
に
あ
た
り
、先
輩
か
ら「
絵

は
何
を
描
く
か
で
な
く
、
そ
の
絵
を
通

ケ
原
の
時
、
貴
公
様
お
気き

づ
か遣

い
で
ご
両
国
を
安あ

ん
ど堵

し

た
の
に
、こ
の
度
ま
た
噤む

ざ
と
お
家
を
失
わ
れ
候
…
」と
、

毛
利
家
の
危
機
を
訴
え
て
い
る
。

　

文
面
は
、
輝
元
を
直
接
責
め
ら
れ
な
い
か
ら
、
秀

元
に
矛ほ

こ
さ
き先

を
向
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

さ
れ
て
独
り
相
撲
を
と
り
、
家
臣
に
無
用
な
犠
牲
を

強
い
た
と
い
う
非
難
は
免ま

ぬ
が

れ
な
い
だ
ろ
う
。や
は
り
、

関
ケ
原
の
ト
ラ
ウ
マ
（
精
神
的
外
傷
）
を
引
き
ず
っ

て
い
た
と
い
う
気
が
す
る
。　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郷
土
史
家　
北
村　
知
紀

紫
福
の
思
い
出

私
の
近
況

広
島
指
月
会
設
立
の
想
い
出

◀今年の萩市美術展に出品された
氏の作品「Ｉ・Ｔ」
（萩地区広域市町村圏組合長賞）



同窓会だより

　

今
年
の
総
会
引
き
受
け

は
、昭
和
41
年
、51
年
、61
年
、

平
成
８
年
の
卒
業
生
。
川
原

輝
彦
理
事
長
が
、
あ
い
さ
つ

の
な
か
で
、
初
め
て
の
女
性

支
部
長
と
な
っ
た
中
原
洋
美

広
島
支
部
長
を
紹
介
。
前
号

の
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
掲
載

さ
れ
た
彼
女
の
寄
稿
に
触

れ
、「
同
級
生
（
昭
和
49
年
卒
）

が
甲
子
園
に
連
れ
て
行
っ
て

く
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い

る
」
こ
と
が
書
い
て
あ
り
、
胸
を
打
た
れ
た
、
こ

う
い
う
気
持
ち
が
明
日
へ
の
活
力
に
な
る
、
と
あ

い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

　
事
務
局
は
萩
商
業
高
等
学
校
同
窓
会
事
務
局
☎

０
８
３
８・２
５・７
２
２
７

たちばな会総会
萩商体育館

10月 19日

　

91
人
出
席
。
木

橋
教
頭
か
ら
今
年

度
か
ら
単
位
制
を

導
入
し
た
こ
と

と
、
合
唱
部
、
柔

道
部
が
全
国
大
会

に
出
場
し
た
こ
と

の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
今
年
も
吉

村
昇
二
さ
ん
の
司

会
で
ビ
ン
ゴ
大
会

が
行
わ
れ
、
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
事
務
局
は
山
口
県
広
報
広
聴
課　
西

公
男
（
昭
和
42
年
卒
）

☎
０
８
３・９
３
３・２
５
７
０

山口指月会総会
翠山荘（山口市）

10月 18日

　

１
７
０
人
出
席
。
今
年
は

35
回
目
の
記
念
大
会
。

　

母
校
・
萩
高
校
に
日
本
画

を
寄
贈
し
た
内
田
青
虹
さ
ん

に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。
内
田
さ
ん
は
萩
高
昭
和

28
年
卒
で
、
西
東
京
市
在
住
。

日
本
画
は
、
本
館
２
階
図
書

室
前
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
同
窓
会
引
き
受
け

は
24
期
（
昭
和
47
年
卒
業
）。

　
54
人
出
席
。
前
会
長

の
大
野
綱
之
さ
ん
（
昭

和
32
年
卒
）
が
奈
良
県

に
帰
郷
さ
れ
た
た
め
、

新
会
長
に
楊
井
昭
夫
さ

ん
（
昭
和
32
年
卒
、
ホ

テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
常

勤
監
査
役
）
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

　
萩
か
ら
駆
け
つ
け
た

陽
信
孝
さ
ん
（
昭
和
32

広島指月会
ホテルグランヴィア広島（広島市）

９月21日年
卒
、
金
谷
天
満
宮
）
が
現
在
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
に
な
っ
て
い
る
著
書
「
八
重
子
の
ハ

ミ
ン
グ
」
を
福
引
の
景
品
と
し
て
プ
レ
ゼ

ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
務
局
は
赤
崎
辰
也
（
昭
和
54
年
卒
）

０
８
２・８
７
０・２
０
８
１

東京指月会
ＫＫＲホテル東京（千代田区）

10月 19日

校
歌
斉
唱

河野勉さん（山口県出納長）の音頭で乾杯

中央が新会長の楊井昭夫さん

有
冨
美
子
さ
ん
と
校
歌
斉
唱

萩
か
ら
駆
け
つ
け
た
同
期
の
有
冨
美
子
さ
ん
（
萩

高
教
員
）
の
独
唱
が
あ
り
、
新
し
い
萩
市
の
う
た

「
萩
の
な
な
い
ろ
」
な
ど
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
務
局
は
川
渕
正
臣
企
画
事
務
所
内

０
３・３
４
０
７・６
６
６
９

　
参
加
者
全
員
、
ジ
ャ
ー

ジ
ャ
ー
降
り
の
中
で
の
自

宅
出
立
で
し
た
が
、
日

頃
の
行
い
の
良
い
？
晴
れ

女
・
晴
れ
男
22
人
の
箱
根

めーるぼっくすご
到
着
で
し
た
。

　

山
口
県
の
萩
方
面
か
ら
来
る
人
達

は
、
２
日
間
で
自
動
車
、
飛
行
機
、
新

幹
線
、
登
山
電
車
、
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
、

ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
、
船
、
バ
ス
、
電
車
と

あ
ら
ゆ
る
乗
り
物
を
利
用
し
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
は
同
級
生
の
井
上

春
卯
君
の「
書
」に
よ
る
掛
け
軸
、色
紙
、

陶
板
、
花
瓶
な
ど
す
べ
て
完
売
！
１
作

品
に
４
〜
５
人
も
希
望
者
が
出
て
、「
最

初
は
グ
ー
！
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ポ
ン
！
」
で

決
め
さ
せ
て
貰
い
ま
し
た
。

ま
あ
、
賑
や
か
な
こ
と
、
賑
や
か
な
こ

と
。
受
付
の
時
か
ら
歓
談
！
歓
談
！
歓

談
！
乗
り
物
に
乗
っ
て
も
ク
ッ
チ
ャ
ベ

ッ
テ
ま
し
た
。
幹
事
の
話
も
耳
に
入
ら

な
い
！
「
先
生
が
い
つ
も
怒
鳴
っ
て
た

の
が
、
今
よ
う
や
く
解
っ
た
よ
」
で

大
爆
笑
！　
ホ
テ
ル
の
人
も
こ
ん
な
に

和
気
藹
々
で
、
元
気
な
同
窓
会
は
初
め

て
!?
と
感
心
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

お
陰
様
で
盛
況
裡
に
終
え
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。　
（
千
葉
県　
多
田
耕
弥
）

　

明
倫
小
学
校　

昭
和

28
年
卒
業
（
卒
業
後
50

年
目
）
１
部
６
年
４
組

の
同
窓
会
を
箱
根
で
開

催
！



　
中
学
を
出
て
、
家
業
を
継
ぐ
た
め
に

す
ぐ
漁
師
の
修
行
に
入
り
ま
し
た
。
26

歳
の
時
に
大
福
丸
の
船
頭
と
な
り
、
20

人
程
の
漁
師
を
統
率
す
る
立
場
を
任
さ

れ
、
平
成
元
年
に
は
、
萩
市
大
島
漁
業

協
同
組
合
の
組
合
長
と
な
り
ま
し
た
。

２
期
５
年
間
、
組
合
長
を
務
め
、
そ
の

間
に
隔
週
土
曜
日
を
ま
き
網
船
の
休
漁

日
に
す
る
こ
と
で
、
若
い
漁
師
が
定
着

で
き
る
よ
う
に
し
た
り
、
歩
合
制
が
普

通
だ
っ
た
漁
師
の
給
料
を
固
定
給
制
に・

し
た
り
、
当
時
と
し
て
は
思
い
切
っ
た

施
策
を
取
っ
て
き
ま
し
た
。
今
で
も
大

島
支
所
（
旧
・
萩
市
大
島
漁
協
）
の
漁

師
の
年
齢
は
若
く
、
活
気
が
あ
り
、
水

揚
高
も
萩
・
阿
武
管
内
で
最
大
と
な
っ

て
い
ま
す
。
平
成
６
年
に
退
任
し
、
そ

の
後
一
時
期
、
組
合
の
理
事
を
務
め
た

時
期
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、
し
ば
ら
く

漁
協
の
仕
事
か
ら
は
離
れ
て
い
ま
し

た
。今
年
の
春
、急
き
ょ
、合
併
組
合（
山

口
は
ぎ
漁
業
協
同
組
合
）
の
組
合
長
就

任
の
打
診
が
あ
り
、
非
常
に
迷
っ
た
の

で
す
が
、
お
引
き
受
け
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　
阿
武
・
萩
地
区
の
14
の
漁
協
が
合
併

し
て
ま
だ
一
年
と
ち
ょ
っ
と
。
こ
の
４

月
に
は
魚
市
場
の
統
合
・
新
市
場
の
開

場
も
あ
り
、
組
合
員
に
と
っ
て
も
、
漁

協
に
と
っ
て
も
ま
さ
に
激
動
激
変
の

日
々
で
し
た
。
各
旧
単
協
の
地
域
性
や

そ
れ
ま
で
の
運
営
方
針
や
経
営
状
況
な

ど
、そ
れ
ぞ
れ
に
特
有
の
事
情
も
あ
り
、

一
つ
の
組
織
体
と
し
て
し
っ
く
り
馴
染

む
ま
で
、
あ
る
程
度
時
間
が
か
か
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
統
合
さ
れ
た
新
魚

市
場
に
し
て
も
、
水
揚
高
は
計
画
通
り

に
推
移
し
て
い
ま
す
が
、
運
用
面
で
い

ろ
い
ろ
と
課
題
山
積
と
い
っ
た
状
況
で

す
。
こ
う
い
っ
た
課
題
を
解
決
し
て
い

く
た
め
に
は
、
や
は
り
地
道
に
組
合
員

の
顔
を
見
て
、
直
接
話
を
し
、
話
を
聞

く
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
と
考
え
て
い

ま
す
。
組
合
長
就
任
後
、
各
支
所
を
廻

り
、
組
合
員
か
ら
直
接
話
を
聞
き
、
課

題
を
整
理
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
一

部
で
報
道
さ
れ
た
よ
う
に
、「
１
県
１

漁
協
」
の
話
も
現
実
の
も
の
と
し
て
動

き
出
し
て
い
ま
す
。「
組
合
員
の
納
得

を
前
提
と
し
て
動
く
」
こ
れ
が
私
自
信

の
信
念
で
す
の
で
、
こ
の
件
に
関
し
て

も
、
十
分
話
を
尽
く
し
て
行
こ
う
と
思

い
ま
す
。

　
若
い
頃
か
ら
の
座
右
の
銘
は
、
吉
田

松
陰
先
生
の
「
至
誠
天
に
通
ず
る
」
で

す
。
正
直
に
生
き
て
い
れ
ば
、
た
と
え

山
口
は
ぎ
漁
業
協
同
組
合
代
表
理
事
組
合
長

田
中　
傳つ

た
え

氏
（
67
歳　
萩
市
東
浜
崎
町
在
住
）

　
平
成
13
年
４
月
に
阿
武
・
萩
地
区
の
14
漁
協
が
合
併
、
３
０
０
０
人

を
越
え
る
組
合
員
数
で
全
国
最
大
規
模
の
漁
協
と
な
っ
た
。
今
年
７
月

１
日
、
組
合
長
に
就
任
し
た
田
中
氏
に
お
話
を
お
聞
き
し
た
。

一
時
周
囲
か
ら
の
評
価
が
も
ら
え
な
く

て
も
、
お
天
道
様
は
必
ず
見
て
い
て
く

だ
さ
る
、
と
い
う
意
味
に
解
し
て
い

ま
す
。
根
が
漁
師
で
す
か
ら
口
も
巧

く
あ
り
ま
せ
ん
し
、
と
に
か
く
正
直
に

生
き
る
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い
ま

す
。
萩
市
全
体
に
目
を
向
け
る
と
、
や

は
り
寂
れ
て
き
て
い
る
印
象
が
強
く
あ

り
ま
す
。
漁
協
も
そ
う
で
す
が
、
自
分

新市場で開催された第７回萩・魚まつり。このイベントの実行委員長も田中氏。
当日は３万 3000人の人出で賑わった。

の
地
元
の
発

展
だ
け
を
考

え
る
傾
向
が

強
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ

う
か
。
地
元

の
利
害
も
大

事
で
す
が
、

同
じ
く
ら
い

の
重
さ
で
地

域
全
体
を
見

て
、
町
づ
く

り
を
考
え
て

い
く
べ
き
だ

と
感
じ
ま

す
。
そ
の
意

味
で
、
今
回

の
市
町
村
広

域
合
併
は
ひ

と
つ
の
良
い

契
機
と
な
る

よ
う
に
思
い

ま
す
。
ま
た

そ
う
し
な
い

と
、
合
併
の

メ
リ
ッ
ト
も

中
学
卒
業
後
漁
師
に
、

26
歳
で
船
団
の
頭
に

改
革
改
善
は
、
ま
ず
現
場
の

意
見
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
か
ら

至
誠
天
に
通
ず
る

薄
く
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
談
）

◆
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
10
年
10
月
10
日
、萩
市
大
島
生
れ
。

大
島
中
学
校
を
卒
業
後
、
家
業
を
継
ぎ

漁
師
に
。
26
歳
で
大
福
丸
の
船
長
。
平

成
元
年
か
ら
５
年
ま
で
、
萩
市
大
島
漁

協
の
組
合
長
を
勤
め
、
本
年
７
月
に
山

口
は
ぎ
漁
協
の
組
合
長
に
就
任
。



　
萩
沖
約
50
㎞
の
沖
合
い
に
浮
か
ぶ
秘
島「
見
島
」

は
日
本
有
数
の
ク
ロ
マ
グ
ロ
漁
場
。
毎
年
晩
秋
か

ら
冬
場
に
な
る
と
、
大
型
の
ク
ロ
マ
グ
ロ
が
回
遊

し
て
い
ま
す
。
こ
の
11
月
末
に
は
ク
ロ
マ
グ
ロ
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
大
物
釣
師

が
集
ま
り
ま
す
。
魚
市
場
に
は
、
10
月
の
初
旬
か

ら
ヨ
コ
ワ
と
呼
ば
れ
る
マ
グ
ロ
の
若
魚
が
水
揚
げ

さ
れ
始
め
、
11
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
５
〜
10
㎏

ク
ラ
ス
が
店
頭
に
並
び
ま
す
。
若
魚
と
い
っ
て
も

冷
凍
モ
ノ
で
は
な
い
生
鮮
マ
グ
ロ
、
鮮
度
の
良
さ

は
も
ち
ろ
ん
、
脂
の
乗
り
も
よ
く
赤
身
も
ジ
ュ
ー

シ
ー
で
、
地
元
で
も
人
気
が
あ
り
ま
す
。

　

マ
グ
ロ
は
切
身
ブ
ロ
ッ
ク
で
買
う
の
が
普
通

で
す
が
、
萩
で
は
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
も
１
本
売

り
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
店
頭
で

お
願
い
す
れ
ば
ブ
ロ
ッ
ク
に
し
て
も
ら
う
こ
と

も
で
き
ま
す
。
お
刺
身
を
楽
し
ん
で
、
煮
付
け

に
し
た
り
、
ス
テ
ー
キ
に
し
た
り
と
、
た
っ
ぷ

り
味
わ
え
る
の
が
魅
力
で
す
。
11
月
か
ら
12
月

の
萩
現
地
で
の
店
頭
価
格
は
漁
に
も
よ
り
ま

す
が
、
６
〜
７
㎏
ク
ラ
ス
（
70
㎝
級
）
が
１
本

５
０
０
０
円
前
後
で
す
。「
道
の
駅
萩
し
ー
ま
ー

と
」（
０
８
３
８・２
４・４
９
３
７
）
な
ど
で
は
、

全
国
発
送
も
し
て
お
り
、
12
月
に
な
る
と
関
東

関
西
の
料
理
店
宛
に
送
っ
て
欲
し
い
と
い
う
個

人
の
お
客
さ
ん
の
注
文
が
多
く
な
る
よ
う
で
す
。

マ
グ
ロ
の
漬
け
丼（
ヨ
コ
ワ
切
身・調
味
料・薬
味
）

　
何
と
い
っ
て
も
生
鮮
の
マ
グ
ロ
、
鮮
度
が
良
い

の
で
定
番
の
お
刺
身
が
お
勧
め
。
１
本
売
り
、
も

し
く
は
片
身
売
り
な
の
で
、
量
も
た
っ
ぷ
り
、
赤

身
の
ジ
ュ
ー
シ
ー
さ
と
、
脂
の
乗
っ
た
腹
身
を
同

時
に
楽
し
め
ま
す
。
ま
た
、
人
気
が
あ
る
の
が
マ

グ
ロ
の
漬
け
丼
。赤
身
の
切
身
を
お
醤
油
と
味
醂・

清
酒
の
タ
レ
に
漬
け
込
み
、
冷
蔵
庫
で
１
時
間
程

度
寝
か
せ
ま
す
。
醤
油
１
：
味
醂
１
：
清
酒
１
が

基
本
、
甘
め
が
好
き
な
方
は
味
醂
を
増
量
な
ど
お

好
み
で
。
あ
と
は
温
か
い
ご
は
ん
、
も
し
く
は
寿

司
飯
の
上
に
切
身
を
盛
っ
て
、
浅
葱
・
刻
み
海
苔

を
振
っ
て
、
ワ
サ
ビ
を
利
か
せ
て
召
し
上
が
り
ま

す
。 【お勧めメニュー】

萩
沖
見
島
は
日
本
有
数
の
マ
グ
ロ
漁
場

一
本
丸
ご
と
が
お
買
い
得

21 はぎ市民会議の動き
　萩の町を、市民自らの知恵と汗で良くしていこうと今年７月
にスタートした「21はぎ市民会議」。発足式以来、８つの部会
で活発な議論が交わされている。来年３月には部会単位で提言
が行われる予定。
観光部会　町じゅう博物館構想を具体的なものとする各種施策
を議論。
教育部会　幼児期・少年期・青年期に分けて、現状の子供達を
とりまく課題を整理中。
生活部会　人口の流出が問題となる中、若者定住をメインテーマ。

　萩の名産特産インターネットショッピングサイトも続々登
場。アドレスをご紹介しますので、ぜひご利用ください。
●電子本舗〔はぎ〕　http://www.haginet.ne.jp/users/hagi/
　萩商工会議所　青年部が運営するショッピングモール
●たけなか　http://www.hagi-s.com/takenaka/
　夏みかんゼリー「柑

かんのしずく
乃雫」の販売

●萩しーまーとモール　http://www.kfdlab.com/~fish/
　「道の駅」萩しーまーとの総合ショッピングモール
●萩発ふるさとおさかな便　http://www.d1.dion.ne.jp/
~sun0399/
　萩のお魚を全国発送
●萩ふるさと宅配便　http://www.hagikura.com/
　萩の名産品の数々

●みどりや　http://www.mishimaushi.com/index.htm
　見島牛・見蘭牛の専門サイト
●椙八商店　http://ww5.tiki.ne.jp/~sugihati/
　一夜干しやいりこなどの海産物
●たつち商店　http://www.joho-yamaguchi.or.jp/tatuchi/
　干物や海草など萩の海産物
●彩陶庵　http://www.saitoan.com/
　萩焼の専門サイト
●山口萩ビール株式会社　http://www.hagibeer.co.jp/
　萩の地ビール「チョンマゲ」を直売
●株式会社柚子屋本店　http://www.sonjuku.co.jp/
　地ビール「村塾」や夏みかん加工食品、ぽん酢を直売

産業部会　萩の持つ豊富な海山の資源を活かし、農水産を中心
とした一次産品の販路拡大や商材開発等を議論。
環境部会　今後大きな問題となるゴミについてをテーマに。
国際化部会　萩市における外国人在住者の増加に伴う良い面・
悪い面の整理と、現状の課題を整理。
情報部会　図書館のＤＢ化・ＩＴと教育の関係・ＳＯＨＯビジ
ネスのネットワーク化などを議論。
福祉部会　独居老人のサポート・子供と老人の交流・子育て支
援などを検討中。

萩
の
ヨ
コ
ワ

（
本
ま
ぐ
ろ
若

魚
）

★インターネットで萩の特産品を気軽にお買い物★



今年のお歳暮は、ふるさと萩の名産を今年のお歳暮は、ふるさと萩の名産を

◆申込方法
　下記の事項を記入の上、官製ハガキもしくはＦＡＸ、
E-mail で申し込んでください。
①商品名・個数
②届け先の氏名・住所・電話番号
③依頼主の氏名・住所・電話番号
④熨

の し
斗の有無（有の場合は表記）

⑤配送時期の希望（希望無の場合は１２月上旬の出荷）
◆申込み・問い合わせ
〒 758-0011
山口県萩市椿東北前小畑 4160 − 61
道の駅『萩しーまーと』　萩ネットワーク係

　お歳暮の季節となりました。お世話になった方のために、あれこれと商品選びをされている方も
多いと思います。このページでは、昨年４月にオープンした萩の旬市場『萩しーまーと』の商品の
中から、季節の贈り物に適した詰め合わせを紹介します。なお、ネットワーク会員特典として定価
の一割引にて販売します。（注　表示価格は１割引後の価格です）

紙上ショッピング

商品番号Ｊ
ふく三昧
価格　３，４００円
（送料・税込）・

商品番号Ｂ
萩の前浜セット
価格　３，８００円
（送料・税込）

商品番号Ｈ
萩の地酒 5本セット
価格　４，２００円
（送料・税込）

商品番号Ｉ
一夜干し詰め合せ【冬の旬】
価格　３，６００円
（送料・税込）

商品番号Ｋ
ヤーコン茶王（２箱セット）
価格　４，７００円
（送料・税込）

TEL ０８３８・２４・４９３７
FAX０８３８・２４・１１９２
Ｅ -mail：fish@pop11.odn.ne.jp
◆代金支払方法
　お申込みと同時に下記まで代金をお振込みください。
振込確認後、商品を発送します。
○山口銀行　　萩支店　　　普通　６２２９６７５　
ふるさと萩食品協同組合
○萩信用金庫　浜崎支店　　普通　０１０７７９２　
ふるさと萩食品協同組合
※ふるさと萩食品協同組合は道の駅『萩しーまーと』の
事業主体です

商品番号Ｆ
とらふく料理セット
価格　２万５００円
（送料・税込）

商品番号Ｅ
ふくたたき料理セット
価格　１万１，５００円
（送料・税込）

商品番号Ｄ
まごころセット
価格　４，３００円
（送料・税込）

商品番号Ｃ
ふぐ鍋・ふぐ唐揚げセット
価格　３，４００円
（送料・税込）

商品番号Ｇ
鮮魚詰め合せ【冬の旬】
価格　３，８００円
（送料・税込）

商品番号Ａ
極上お漬物セット
価格　３，７００円
（送料・税込）



第
４
回　
萩
お
も
て
な
し
大
賞
受
賞

「
珈
琲　
蔵
」

　
萩
市
を
訪
れ
た
観
光
客
に
対
し
て
ま

ご
こ
ろ
の
こ
も
っ
た
お
も
て
な
し
を
実

践
し
て
い
る
個
人
や
団
体
を
表
彰
す
る

「
萩
お
も
て
な
し
大
賞
」
に
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
ガ
イ
ド
さ
ん
21
人
が

選
ば
れ
ま
し
た
。（
萩
お
も
て
な
し
推

進
協
議
会
主
催
）

　
代
表
し
て
阿
武
キ
ヨ
子
さ
ん（
70
歳
）

と
能
美
恭
子
さ
ん
（
66
歳
）
に
お
話
を

う
か
が
い
ま
し
た
。

　
阿
武
さ
ん
は
保
育
園
の
園
長
先
生
を

10
年
前
に
退
職
し
、
観
光
ガ
イ
ド
班
が

ス
タ
ー
ト
し
て
以
来
キ
ャ
リ
ア
７
年

　
今
年
の
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
、
９
月

ま
で
に
来
客
数
が
１
０
０
０
人
を
超

え
、
さ
ら
に
は
萩
都
市
景
観
賞
ま
で
受

賞
し
た
喫
茶
店
。

　

オ
ー
ナ
ー
の
吉
松
省
三
さ
ん
（
62
）

は
北
九
州
の
大
手
運
輸
会
社
を
退
職

後
、
老
朽
化
し
て
い
た
萩
の
家
を
解
体

す
る
と
い
う
話
を
き
っ
か
け
に
故
郷
に

戻
り
、喫
茶
店
を
始
め
る
こ
と
を
決
意
。

家
族
の
反
対
を
押
し
切
り
こ
の
店
を
始

め
た
そ
う
で
す
。「
正
直
な
と
こ
ろ
意

外
な
反
応
で
し
た
。
常
連
客
が
多
く
、

お
か
げ
さ
ま
で
う
ま
く
い
っ
て
ま
す
」

と
吉
松
さ
ん
。

　

こ
だ
わ
り
の
ブ
レ
ン
ド
コ
ー
ヒ

ー
、
ご
主
人
担
当
の
厳
選
材
料
の
焼

き
た
て
パ
ン
、
そ
し
て
奥
様
担
当
の

手
作
り
ケ
ー
キ
が
人
気
メ
ニ
ュ
ー
。

パ
ン
は
１
日
３
種
類
。
あ
ん
パ
ン
、

じ
ゃ
こ
パ
ン
、
紫
芋
の
パ
ン
な
ど
毎

日
変
わ
り
ま
す
。
ケ
ー
キ
は
「
焼
き

チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
」
が
オ
ス
ス
メ
。

◆
「
珈
琲　
蔵
」
デ
ー
タ

住
所　
萩
市
南
片
河
町
56

☎
０
８
３
８・２
１・１
０
０
７

営
業
時
間　

午
前
10
時
30
分
〜
午

後
６
時

萩
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
観
光
ガ
イ
ド
班

お
店
紹
介

萩
都
市
景
観
賞
受
賞
!!

吉
松
さ
ん
と
奥
様
の
英
子
さ
ん

の
ベ
テ
ラ
ン
ガ
イ
ド
さ
ん
で

す
。取
材
前
の
ほ
ん
の
一
瞬
、

手
水
鉢
に
生
け
て
あ
る
花
を

さ
り
げ
な
く
な
お
さ
れ
ま
し

た
。

　

阿
武
さ
ん
は
、「
私
が
担

当
し
て
い
る
の
は
湯
川
邸
で

す
が
、
こ
こ
の
案
内
だ
け
で

は
な
く
、
地
元
に
伝
わ
っ
て

い
る
よ
う
な
お
話
な
ど
を
入

れ
な
が
ら
彩
り
の
あ
る
ガ
イ

ド
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
萩

ら
し
い
と
い
わ
れ
る
よ
う
な

ガ
イ
ド
を
目
指
し
て
ま
す
」

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

桂
太
郎
旧
宅
の
ガ
イ
ド

を
さ
れ
て
い
る
能
美
さ
ん
は
、

普
通
の
主
婦
か
ら
健
康
の
た

め
に
と
、
こ
の
仕
事
を
始
め

ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　

能
美
さ
ん
は
、「
ガ
イ
ド
歴

は
ま
だ
ま
だ
浅
く
４
年
目
で

す
。
一
番
う
れ
し
い
こ
と
は
、

『
来
て
よ
か
っ
た
』『
ま
た
来

ま
す
』
と
言
わ
れ
る
こ
と
で

す
。
親
し
み
を
持
っ
て
接
し

て
い
る
と
お
客
さ
ん
も
自
然

に
入
り
込
ん
で
き
て
、
い
ろ

ん
な
話
に
発
展
し
て
い
く
こ

と
も
た
び
た
び
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
で

き
る
だ
け
多
く
の
方
に『
ま
た
来
ま
す
』

と
い
っ
て
い
た
だ
け
る
案
内
を
し
て
い

き
た
い
で
す
」と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
お
二
人
に
共
通
す
る
の
は
大
変
な
勉

強
家
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
常
に
細
や

か
な
心
遣
い
を
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。「
お
も
て
な
し
は
、
花
を
１
本
生

け
る
と
い
う
よ
う
な
大
げ
さ
で
は
な

い
、
本
当
に
さ
り
げ
な
い
こ
と
で
、
よ

い
印
象
を
与
え
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。」
と
い
う
阿
武
さ
ん
の
言
葉
が
印

象
的
で
し
た
。

左から阿武キヨ子さん、能美恭子さん

旧湯川家屋敷でガイドをする阿武さん



募集人員　【国際学科】１４０人　【経営情報学科】１６０人
■選抜日程（両学科共通）

萩 国 際 大 学 学 生 募 集 ！

出願書類の請求と提出先　〒７５８ー８５８５　萩市椿東浦田５０００番地
萩国際大学入試センター（０８３８・２４・４０００）

萩
観
光

シ
ン
ボ
ル
レ
デ
ィ
ー

　

平
成
14
年
度
（
第
11
回
）
萩
観
光

シ
ン
ボ
ル
レ
デ
ィ
ー
が
決
定
し
、
10

月
４
日
に
㈳
萩
市
観
光
協
会
か
ら
認

定
書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
桂
木
美
和
さ
ん
（
土
原
／

萩
公
共
職
業
安
定
所
）、
久
保
田
有
香

さ
ん
（
大
井
後
地
／
萩
市
役
所
）、
中

原
千
尋
さ
ん
（
中
津
江
／
萩
国
際
大

学
生
）、
納の

う
と
み冨

尚
子
さ
ん
（
青
海
／
㈲

大
華
山
鳥
雲
）
の
４
人
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

　
任
期
は
２
年
間
で
、
観
光
都
市
・
萩

の
顔
と
し
て
全
国
各
地
で
観
光
宣
伝

を
行
い
ま
す
。

萩
観
光

シ
ン
ボ
ル
レ
デ
ィ
ー

決定！

入試区分

一般選抜

大学入試
センター
試験を利
用する選
抜

社会人特
別選抜

前期日程

後期日程

前期日程

後期日程

A日程

選抜方法 出願期間 試験日 合格発表

２月２日 (日 )

４月３日 ( 木 )

11 月 24日 ( 木 )

２月７日

４月５日

２月20日

４月５日

11月29日

１月８日
〜１月 28日
３月 10日
〜３月 31日

１月 14日
〜２月７日
３月 24日
〜４月２日
11月 1日
〜11月 20日

学科試験、書類選考

小論文、面接、
書類選考

小論文、面接、
書類選考

学科試験、書類選考
※萩国際大学の個別
学力検査等は無し

Ｂ日程 ３月10日
〜３月 31日

４月３日 (日 ) ４月５日

萩
国
際
大
学
大
学
祭

紅こ
う

紫し

祭さ
い

　

萩
国
際
大
学
の
最
大
の
イ
ベ
ン

ト
の
１
つ
で
あ
る
大
学
祭
「
紅
紫

祭
」
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
４

回
目
の
今
年
は
全
学
年
そ
ろ
っ
て

の
大
学
祭
と
な
り
ま
す
。

11
月
16
日
〜
17
日

内　
容　

イ
ベ
ン
ト　

写
真
展
示
、
お
し
ゃ

べ
り
コ
ン
サ
ー
ト
（
ピ
ア
ノ
演
奏

と
ト
ー
ク
の
コ
ン
サ
ー
ト
）、
女
台

場
ラ
イ
ブ
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
、

映
画
上
映
会

野
外
ス
テ
ー
ジ　

萩
国
バ
ン
ド
ラ

イ
ブ
、バ
ン
ド
対
決
、子
供
太
鼓（
新

川
保
育
園
園
児
）

子
供
向
け
イ
ベ
ン
ト　

水
風
船
、

わ
な
げ

弁
論
大
会　
日
韓
中
弁
論
大
会

　

萩
市
役
所
観
光
課
に
勤
務
す

る
久
保
田
さ
ん
は
、「
シ
ン
ボ
ル

レ
デ
ィ
ー
は
い
ろ
ん
な
場
所
を

訪
れ
、
た
く
さ
ん
の
人
に
出
会

え
る
こ
と
に
魅
力
を
感
じ
て
応

募
し
ま
し
た
。
ま
だ
活
動
を
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
交
付
式
で
制

服
を
着
る
と
や
る
気
が
で
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
萩
市

の
こ
と
を
も
っ
と
勉
強
し
、
多

く
の
方
に
萩
を
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
元
気
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き

ま
す
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

左
か
ら
桂
木
美
和
さ
ん
、
久
保
田
有
香
さ
ん
、

中
原
千
尋
さ
ん
、
納
冨
尚
子
さ
ん

遊
歩
百
選
に

「
萩
往
還
」

　
「
萩
往
還
」
が
、
全
国
を
対
象
に
選

定
さ
れ
た
「
遊
歩
百
選
」（
読
売
新

聞
社
主
催
）
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
全

国
５
８
８
の
市
町
村
と
14
団
体
か
ら

８
０
４
の
遊
歩
エ
リ
ア
が
推
薦
さ
れ
、

県
内
で
は
「
秋
芳
洞
、
秋
吉
台
」
と
と

も
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
萩
往
還
」
は
１
６
０
４
年
の
萩
城

築
城
後
に
萩
か
ら
防
府
三
田
尻
ま
で
を

ほ
ぼ
直
線
で
結
ぶ
53
㎞
の
参
勤
交
代

の
道
と
し
て
開
か
れ
た
。
唐
樋
町
の
札

場
を
起
点
と
し
て
明
木
ま
で
の
約
5.6
㎞

の
沿
線
に
は
、
涙
松
跡
、
悴
坂
一
里
塚

大
屋
刑
場
跡
な
ど
遺
跡
が
点
在
し
、
平

成
元
年
に
は
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
平
成
８
年
に
は
「
歴
史
の
道

百
選
（
文
化
庁
主
催
）
に
選
定
、
本
年

１
月
に
は
「
夢
街
道
」（
夢
街
道
ル
ネ

サ
ン
ス
推
進
会
議
主
催
）
認
定
も
受
け

て
い
ま
す
。

　

野
村
萩
市
長
も
、「
昨
年
８
月
に
関

係
４
市
町
村
が『
歴
史
の
道「
萩
往
還
」

連
絡
協
議
会
』
を
設
立
し
、
日
本
一
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ロ
ー
ド
を
目
指
し
て
整

備
・
活
用
を
図
っ
て
い
ま
す
。
全
国
の

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。



よ
さ
こ
い
ブ
ー
ム
で

萩
を
活
性
化

よ
さ
こ
い
と
の
出
会
い

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

川
原
謙
一
郎
氏
（
39
歳
）

（
萩
市
中
小
畑
在
住　
昭
和
54
年
萩
商
卒
）

「
萩
・
松
陰
隊
」
総
長

　
萩
市
内
で
衣
料
専
門
店
の
社
長
と
し
て
活
躍
す
る
か
た
わ
ら
、

昨
年
９
月
に
誕
生
し
た
「
よ
さ
こ
い
踊
り
」
チ
ー
ム
「
萩・松
陰
隊
」

の
総
長
と
し
て
萩
か
ら
元
気
を
発
信
し
て
い
る
川
原
さ
ん
に
お
話

を
お
聞
き
し
た
。

昭
和
38
年
２
月
16
日
萩
市
生
ま
れ
。　

萩
商
業
高
校
か
ら
大
阪
経
済
法
科
大
学

を
卒
業
後
、
大
阪
の
ア
パ
レ
ル
メ
ー
カ

ー
に
就
職
し
、
26
歳
で
萩
に
戻
る
。
現

在
、
衣
料
専
門
店
「
サ
ン
パ
ル
コ
」
の

代
表
取
締
役
社
長
。
萩
商
工
会
議
所
青

年
部
会
長
（
平
成
12
年
度
）、
21
は
ぎ

市
民
会
議
委
員
（
教
育
部
会
）、
椿
東

小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
ほ
か

萩
・
松
陰
隊
を

全
国
に
ア
ピ
ー
ル

　
萩
・
松
陰
隊
の
結
成
は
昨
年
の
９
月

で
し
た
。
き
っ
か
け
は
、
そ
の
年
に
開

催
さ
れ
て
い
た
「
山
口
き
ら
ら
博
」
の

イ
ベ
ン
ト
に
、
山
口
県
商
工
会
議
所
青

年
部
連
合
会
で
「
よ
さ
こ
い
踊
り
を
や

っ
て
み
よ
う
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

萩
か
ら
は
当
時
の
萩
商
工
会
議
所
青
年

部
メ
ン
バ
ー
で
参
加
し
ま
し
た
。
イ
ベ

ン
ト
当
日
、
出
番
が
一
番
最
後
の
フ
ィ

ナ
ー
レ
と
い
う
ラ
ッ
キ
ー
も
あ
っ
て
、

ス
テ
ー
ジ
と
観
客
席
が
ま
さ
に
一
体
と

な
り
異
常
な
ほ
ど
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
素
人
の
自
分
達
の
踊
り
が
、
集
ま

っ
た
多
く
の
人
の
感
動
を
呼
び
、
会
場

が
ひ
と
つ
に
な
る
、大
げ
さ
で
は
な
く
、

本
当
に
鳥
肌
が
立
つ
ほ
ど
、
自
分
自
身

も
仲
間
達
も
感
動
し
ま
し
た
。
ま
さ
に

味
を
し
め
た
と
い
っ
た
感
じ
で
す
。

　
そ
の
感
激
が
原
動
力
と
な
っ
て
、
当

日
の
メ
ン
バ
ー
に
数
人
を
加
え
、
20
人

の
所
帯
で
萩
・
松
陰
隊
を
結
成
、
話
が

出
た
と
き
の
萩
商
工
会
議
所
青
年
部

の
会
長
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
総

長
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
市
内
の
各
行
事
や
県
内

の
イ
ベ
ン
ト
に
駆
り
出
さ
れ
、
今
で
は

約
１
０
０
人
の
メ
ン
バ
ー
と
な
り
ま
し

た
。
隊
員
の
年
齢
は
上
は
57
歳
か
ら
下

は
４
歳
ま
で
と
幅
広
く
、
さ
ら
に
今
年

の
６
月
に
は
、
小
中
学
校
生
だ
け
で
構

成
す
る
萩
・
松
陰
隊
キ
ッ
ズ
（
20
名
）

も
結
成
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
よ
さ
こ
い
の
本
場
・
高

知
県
や
韓
国
へ
の
遠
征
も
あ
り
ま
し
た

が
、
活
動
範
囲
は
山
口
県
内
に
留
ま
っ

て
い　
ま
す
。
今
後
は
ど
ん
ど
ん
県
外

に
出
か
け
て
い
き
、
萩
の
元
気
さ
を
ア

ピ
ー
ル
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
現
在
市
内
に
は
萩
・
松
陰
隊
の
み

で
す
が
、
分
派
を
作
っ
た
り
、
新
た
な

グ
ル
ー
プ
の
結
成
を
手
伝
っ
た
り
し
て

グ
ル
ー
プ
を
増
や
し
、
市
内
で
対
抗
戦

が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
今
年
の
11
月
９
日
・
10
日
に
行

わ
れ
る
「
萩
・
広
域
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」

に
も
「
長
州
と
こ
と
ん
総
踊
り
大
会
in

夢 
追 
人 夢 

追 
人 夢 
追 
人 夢 

追 
人 

10
月
13
日
萩
・
魚
ま
つ
り
の
会
場

　
よ
さ
こ
い
踊
り
自
体
も

ち
ょ
っ
と
し
た
ブ
ー
ム
と

な
り
、
萩
市
内
で
も
小
学

校
の
運
動
会
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
複
数
の
学

校
で
よ
さ
こ
い
踊
り
が
生

徒
達
に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ

ま
し
た
。

　
隊
員
は
10
代
後
半
か
ら

20
代
の
若
者
も
多
い
の
で

す
が
、
非
常
に
激
し
い
身

体
の
動
き
が
あ
る
踊
り
で

す
の
で
、
元
気
を
持
て
余

し
た
若
者
達
の
ス
ト
レ
ス

を
良
い
意
味
で
発
散
す
る

「
場
」
つ
く
り
に
も
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

萩
」
と
銘
打
っ
て
、
日
頃
の
練
習
成
果

を
披
露
、
観
客
と
一
緒
に
な
っ
て
、
萩

の
秋
の
一
日
を
賑
や
か
に
彩
り
た
い
と

張
り
切
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、「
踊
る
人
・
観
る
人
み
ん
な
が
一

緒
に
元
気
に
な
れ
る
」、
こ
れ
が
よ
さ

こ
い
の
魅
力
で
す
ね
。

「萩・松陰隊」の総長・川原謙一郎氏（よさこい踊りの衣装で）



小
企
画
展
示

　
華
や
か
な
明
代
陶
磁
器

12
月
13
日
〜
平
成
15
年
４
月
６
日

　
北
斎
・
広
重
・
国
芳　
富
士
の
風
景

12
月
13
日
〜
平
成
15
年
１
月
26
日

開
館
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
休

館
日　
月
曜
日

問
い
合
わ
せ　

山
口
県
立

萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館

（
０
８
３
８・２
４・２
４
０
０
）

山
口
県
立
萩
美
術
館・
浦
上
記
念
館
だ
よ
り

青
春
の
浮
世
絵
師

　
　

鈴
木
春
信
展

ー
江
戸
の
カ
ラ
リ
ス
ト
登
場
ー

11
日
２
日
（
土
）〜
12
月
８
日
（
日
）

「
夜
の
梅
」
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館

「雪中相合傘」
ミネアポリス美術館

相
撲
絵　
浮
世
絵
展

　
江
戸
中
期
に
花
開
い
た
錦
絵
の
第
一

人
者
鈴
木
春
信
。
恋
人
達
、
母
と
子
な

ど
を
題
材
に
、
詩
的
で
洗
練
さ
れ
た
イ

メ
ー
ジ
と
江
戸
っ
子
ら
し
い
洒
落
の
世

界
を
豊
か
に
築
き
あ
げ
た
２
５
６
点
の

作
品
を
紹
介
。

入
館
料　
一
般
１
０
０
０
円
、
学
生

８
０
０
円

　

江
戸
で
暮
ら
す
人
々
に
と
っ
て
最

大
の
娯
楽
と
い
え
ば
、
芝
居
（
歌
舞

伎
）
と
相
撲
で
し
た
。
そ
れ
ま
で
京
・

大
坂
で
盛
ん
で
あ
っ
た
相
撲
の
中
心
地

が
江
戸
に
移
る
の
が
、
安
永
・
天
明
期

（
１
７
７
２
〜
１
７
８
８
）
の
頃
。
寛

政
一
年
（
１
７
８
９
）
に
は
谷
風
梶
之

助
、
小
野
川
喜
三
郎
と
い
う
強
豪
力
士

が
第
四
代
、
五
代
の
横
綱
免
許
を
同
時

に
与
え
ら
れ
ま
す
。
初
代
か
ら
三
代
ま

で
の
横
綱
は
伝
説
的
な
人
物
で
し
た
の

で
、谷
風
が
事
実
上
の
初
代
横
綱
で
す
。

　
大
相
撲
・
萩
場
所
に
合
わ
せ
て
、
相
撲
絵
の
浮
世
絵
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
展
覧
会
は
、
県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館
収
蔵
作
品
の
中
か
ら
、
相

撲
絵
と
し
て
は
初
期
に
あ
た
る
安
永
期
（
１
７
７
２
〜
１
７
８
０
）
か
ら
明

治
ま
で
の
作
品
23
点
を
展
示
し
、
相
撲
絵
の
歴
史
を
概
観
し
ま
し
た
。

所
蔵
作
品

初
の
中
国
展
示
！

　
県
と
中
国
・
山
東
省
の
友
好
20
周
年

を
記
念
し
て
県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記

念
館
が
所
蔵
す
る
浮
世
絵
の
名
品
展

を
、
11
月
か
ら
12
月
に
山
東
省
済
南
市

と
上
海
市
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
定

し
た
。
同
美
術
館
の
所
蔵
作
品
の
海
外

で
の
展
示
は
初
め
て
。「
浮
世
絵
版
画

の
流
れ
」
と
「
浮
世
絵
に
描
か
れ
た
中

国
」の
２
部
構
成
で
87
点
を
展
示
す
る
。

日　
程

　
11
月
３
日
〜
26
日

　
　
　
済
南
市　
山
東
省
博
物
館

　
12
月
２
日
〜
15
日

　
　
　
上
海
市　
上
海
魯
迅
記
念
館

県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館

学
芸
員　
藤
村
忠
範

実
力
の
伯
仲
し
た
二
人
の

勝
負
は
評
判
を
呼
び
、
相

撲
ブ
ー
ム
が
起
こ
り
ま
し

た
。
浮
世
絵
と
い
え
ば
美

人
画
、
役
者
絵
、
風
景
画

が
大
き
な
三
本
の
柱
で
す

が
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
人
気

力
士
を
描
い
た
浮
世
絵
が

多
数
制
作
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
相
撲
絵
が
ひ
と
つ

の
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
確
立

し
て
い
き
ま
す
。
役
者
の

似
顔
絵
を
得
意
と
し
た
勝

川
春
章
の
作
品
に
、
こ
の

二
人
の
立
会
い
を
描
い
た

作
品
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
当
時
の
相
撲
は
神
社
や

寺
の
修
理
費
用
を
ま
か
な

う
勧
進
相
撲
と
い
う
の
が

名
目
で
、
ひ
と
つ
の
場
所
は
10
日
間
、

江
戸
で
は
春
・
冬
に
開
催
さ
れ
、
京
・

大
坂
を
合
わ
せ
て
年
四
場
所
で
し
た
。

江
戸
で
の
場
所
は
寺
社
を
転
々
と
し
て

い
ま
し
た
が
天
保
四
年
（
１
８
３
３
）

に
本
所
回
向
院
境
内
に
定
ま
り
ま
す
。

　
こ
の
と
き
活
躍
し
て
い
た
の
が
第
六

代
横
綱
・
阿
武
松
緑
之
助
で
、
小
野
川

引
退
後
31
年
ぶ
り
の
横
綱
登
場
に
再
び

相
撲
ブ
ー
ム
が
起
き
ま
し
た
。
こ
の
阿

武
松
は
萩
藩
お
抱
え
の
力
士
で
す
。
当

時
の
相
撲
は
武
芸
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

し
た
の
で
、
有
力
な
力
士
を
召
し
抱
え

る
こ
と
を
大
名
た
ち
は
誇
り
と
し
て
い

た
よ
う
で
す
。
特
に
優
れ
た
力
士
を
召

し
抱
え
た
の
は
、萩
藩
の
ほ
か
仙
台
藩
、

松
江
藩
、久
留
米
藩
、熊
本
藩
、鳥
取
藩
、

徳
島
藩
、
姫
路
藩
、
鹿
児
島
藩
、
丸
亀

藩
な
ど
で
し
た
。

　
今
回
の
展
覧
会
で
は
、
特
に
「
萩
藩

お
抱
え
の
力
士
」
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、

阿
武
松
の
他
、
越
ヶ
浜
岩
五
郎
、
黒
岩

森
之
助
、
菊
ヶ
浜
勝
蔵
と
い
っ
た
萩
ゆ

か
り
の
力
士
の
姿
絵
を
御
覧
い
た
だ
き

ま
し
た
。
菊
ヶ
浜
勝
蔵
は
萩
出
身
の
力

士
で
も
あ
り
、
お
抱
え
力
士
の
特
権
で

あ
っ
た
大
小
の
刀
を
腰
に
し
た
羽
織
姿

で
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
姿
絵
や
取
り
組
み
の
場
面

の
他
、
稽
古
場
や
支
度
部
屋
、
桟
敷
の

情
景
を
描
い
た
浮
世
絵
も
展
示
し
、
江

戸
時
代
の
相
撲
の
風
俗
を
お
楽
し
み
い

た
だ
け
る
よ
う
心
が
け
ま
し
た
。

大相撲萩場所に合わせて県立萩美術館・浦上記念館を訪れ、阿武松
緑之助の浮世絵と対面した阿武松親方（元関脇の益荒男）中央



情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

　
中
国
地
区

　
萩
市
関
係

　
山
口
県
関
係

■
か
ら
た
ち
会
関
東
支
部
総
会

　
か
ら
た
ち
会
関
東
支
部
総
会
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

と　
き　
11
月
19
日
（
火
）
午
後
３
時

30
分
〜

と
こ
ろ　
東
京
都
新
宿
区
西
新
宿　
新

宿
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
51
階

■
た
ち
ば
な
会
関
東
支
部
総
会

　
た
ち
ば
な
会
関
東
支
部
総
会
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

と　
き　
12
月
６
日
（
金
）
午
後
６
時

30
分
〜

と
こ
ろ　
東
京
都
港
区
南
青
山　
は
あ

と
い
ん
乃
木
坂

■
第
34
回
日
展

　
萩
焼
作
家
・
吉
賀
將
夫
の
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
11
月
２
日（
土
）〜
24
日（
日
）

と
こ
ろ　
東
京
都
台
東
区
上
野
公
園　

東
京
都
美
術
館

■
内
村
幹
雄
作
陶
展

　
萩
焼
作
家
・
内
村
幹
雄
の
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
11
月
19
日（
火
）〜
25
日（
月
）

と
こ
ろ　
東
京
都
豊
島
区
三
越
池
袋
店

■
大
屋
窯
が
提
案
す
る
ホ
ー
ム
パ
ー
テ

ィ
ー

　
大
屋
窯
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

　
九
州
地
区

と　

き　

11
月
20
日
（
水
）
〜
12
月

３
日
（
火
）

と
こ
ろ　

東
京
都
日
本
橋　

高
島
屋

７
Ｆ
日
本
ク
ラ
フ
ト
コ
ー
ナ
ー

■
岡
田
裕
茶
陶
展

　

萩
焼
作
家
・
岡
田
裕
の
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
す
。

と　

き　

１
月
22
日
（
水
）
〜
27
日

（
月
）

と
こ
ろ　

鎌
倉
市
鶴
岡
八
幡
宮
前　

黒
田
陶
苑

■
三
輪
和
彦　
和
紙
の
茶
室
で

　

萩
焼
作
家
・
三
輪
和
彦
の
作
品
が

展
示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
11
月
10
日
（
日
）

と
こ
ろ　

長
野
県
上
田
市
古
里　

パ

ラ
シ
オ
宝
来

■
シ
ル
バ
ー
・
ジ
ュ
エ
ル
展

　

大
屋
窯
の
浜
中
孝
子
の
リ
ン
グ
、

ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
な
ど
手
作
り
ア
ク
セ

サ
リ
ー
を
展
示
し
ま
す
。

と　

き　

11
月
１
日
（
金
）
〜
17
日

（
日
）

と
こ
ろ　

島
根
県
益
田
市
西
平
原
町

　
草
花
舎

■
守
繁
栄
徹
・
徹　
父
子
展

第 49回
日本伝統工芸展

　萩焼作家・岡田裕、波多野善蔵、波多野英生、

樋口大桂、松尾操風の作品が展示されます。

金沢展

松江展

高松展

広島展

福岡展

11月14日（木）〜12月１日（日）

12月４日（水）〜12月23日（祝）

１月４日（土）〜１月 19日（日）

１月22日（水）〜２月11日（祝）

２月 13日（木）〜２月18日（火）

11月１日（金）〜11月10日（日） 石川県立美術館
岡山県立美術館

島根県立美術館

香川県文化会館

広島県立美術館

福岡天神岩田屋

岡山展

　
信
越
・
北
陸
地
方

と　

き　

11
月
22
日
（
金
）
午
後
６

時
30
分
〜

と
こ
ろ　

下
関
市
彦
島　

南は
え
ど
ま
り

風
泊
活

魚
セ
ン
タ
ー

■
「
じ
ゃ
ら
ん
じ
ゃ
ら
ん
展　

エ
ス

ニ
ッ
ク
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

　

イ
ン
ド
綿
、
タ
イ
シ
ル
ク
、
イ
ン

ド
シ
ル
ク
、
手
織
布
な
ど
自
然
素
材

を
使
っ
た
エ
ス
ニ
ッ
ク
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
を
紹
介
し
ま
す
。

と　

き　

11
月
15
日
（
金
）
〜
19
日

（
火
）
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

と
こ
ろ　

萩
市
土
原
長
屋
門
珈
琲
カ

フ
ェ
テ
ィ
カ
ル
内
ギ
ャ
ラ
リ
ー
草
莽

■
萩
・
第
九
演
奏
会

　
萩
市
制
施
行
70
周
年
を
記
念
し
て
、

ル
ー
マ
ニ
ア
国
立
放
送
室
内
管
弦
楽

団
に
よ
る
第
九
演
奏
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

と　

き　

11
月
24
日
（
日
）
午
後
６

時
30
分
〜
（
午
後
６
時
開
場
）

と
こ
ろ　
萩
市
民
館

入
場
料　

一
般
３
０
０
０
円
、
高
校

生
以
下
１
０
０
０
円

※
当
日
５
０
０
円
増

■
萩
ク
ロ
マ
グ
ロ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　

ク
ロ
マ
グ
ロ
が
回
遊
・
滞
在
す
る

日
本
有
数
の
好
漁
場
の
一
つ
と
さ
れ

る
見
島
漁
場
で
萩
ク
ロ
マ
グ
ロ
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

と　

き　

11
月
24
日
（
日
）
〜
25
日

午
前
６
時
〜

と
こ
ろ　
萩
市
見
島
沖

　
関
東
地
区

　
萩
焼
作
家
・
守
繁
栄
徹
、
守
繁
徹
の

作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
12
月
３
日（
火
）〜
９
日（
月
）

と
こ
ろ　
広
島
県
広
島
市　
三
越
７
Ｆ

三
越
画
廊

■
濱
中
史
郎　

萩　

大
屋
窯
の
陶
器
、

磁
器
＆
李
朝
家
具
展

　
大
屋
窯
の
濱
中
史
郎
の
作
品
が
展
示

さ
れ
ま
す
。

と　
き　
11
月
22
日（
金
）〜
25
日（
月
）

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

と
こ
ろ　
福
岡
県
福
岡
市
中
央
区
天
神

警
固
神
社
内　
望
雲　

■
特
別
展
「
国
宝
」

　
毛
利
氏
の
か
つ
て
の
栄
誉
を
今
に
伝

え
る
数
々
の
宝
物
の
う
ち
、
特
に
そ
の

重
要
性
が
国
内
外
で
指
摘
さ
れ
て
い
る

国
宝・重
要
文
化
財
等
を
紹
介
し
ま
す
。

と　
き　
11
月
１
日
（
金
）
〜
12
月
１

日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ　
毛
利
博
物
館

入
館
料　
１
０
０
０
円
（
小
中
学
生
は

半
額
）

■
萩
地
区
（
萩
高
、
萩
商
、
萩
工
、
萩

光
塩
）
４
校
合
同
同
窓
会

　

巴
城
会
、
た
ち
ば
な
会
下
関
支
部
、

か
ら
た
ち
会
下
関
支
部
、
萩
光
塩
学
院

の
合
同
同
窓
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。



萩
・
文
学
散
歩

連
城
三
紀
彦
「
萩
の
雨
」

　

今
回
は
「
恋
文
」
で
第
91
回
直
木
賞
を
受
賞
し
た
作
家
、

連
城
三
紀
彦
の
作
品
「
萩
の
雨
」
で
す
。

　
連
城
三
紀
彦
は
１
９
７
８
年
名
古
屋

生
ま
れ
。
早
稲
田
大
学
経
済
学
部
在
学

中
、
ミ
ス
テ
リ
ー
作
家
を
目
指
し
フ
ラ

ン
ス
へ
留
学
。
フ
ラ
ン
ス
・
ミ
ス
テ
リ

ー
風
の
プ
ロ
ッ
ト
と
日
本
情
緒
が
ミ
ッ

ク
ス
し
た
作
風
で
、
映
画
化
さ
れ
た
作

品
も
数
多
い
。
１
９
８
４
年
「
恋
文
」

で
第
91
回
直
木
賞
を
受
賞
。
そ
の
後
、

恋
愛
小
説
に
筆
を
奮
う
。

　

萩
、
柳
川
、
会
津
、
盛
岡
、
能
登
、

そ
し
て
異
国
北
京
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の

情
緒
を
も
つ
６
つ
の
地
を
舞
台
と
し
て

様
々
な
愛
の
形
を
詩
情
豊
か
に
描
い
た

短
編
集
の
表
題
作
「
萩
の
雨
」
は
、
昭

和
61
年
の
「
小
説
現
代
」
５
月
号
に
発

表
さ
れ
る
。

　
22
年
前
、
一
夜
の
愛
を
契
っ
た
親
友

の
妻
で
あ
る
女
性
か
ら
突
然
電
話
が
あ

り
、
思
い
出
の
萩
の
町
で
お
会
い
し
た

い
と
い
う
。
だ
が
、
当
日
彼
の
前
に
現

れ
た
の
は
そ
の
女
性
の
娘
。
ミ
ス
テ
リ

ア
ス
で
幻
の
よ
う
な
恋
情
が
萩
の
町
を

舞
台
に
語
ら
れ
る
。

　
連
城
三
紀
彦
の
資
質
が
、
武
家
屋
敷

の
土
塀
と
人
と
時
の
流
れ
が
混
然
と
な

っ
た
清
雅
な
世
界
を
作
り
出
す
。

「
西
に
傾
い
た
陽
は
、
沈
む
ま
で
の
短
い
間
、
真
夏
の
よ
う
な

激
し
い
光
で
土
塀
を
焼
い
て
い
た
。
土
塀
の
瓦
へ
と
荒
波
の

よ
う
に
、
生
い
繁
っ
た
夏
蜜
柑
の
葉
が
襲
い
か
か
っ
て
い
た
」

■
「
吉
田
松
陰　
留
魂
録
」
古
川
薫
著

　
志
高
く
維
新
を
先
駆
し
た
思
想
家
吉

田
松
陰
が
死
を
前
に
し
て
牢
の
中
で
書

い
た
遺
書
「
留
魂
録
」。
死
に
直
面
し

た
松
陰
が
悟
っ
た
死
生
観
を
書
き
記
し

た
遺
書
文
学
の
傑
作
を
紹
介
す
る
。
古

川
薫
の
全
訳
注
。講
談
社
学
術
文
庫（
大

文
字
版
）

　
２
１
７
ペ
ー
ジ
。

定　
価　
８
２
０
円
（
税
別
）

発　
行　
講
談
社

■
「
長
州
奇
兵
隊　
勝
者
の
な
か
の
敗

者
た
ち
」
一
坂
太
郎
著

　
下
関
市
東
行
記
念
館
学
芸
員
に
し
て

高
杉
晋
作
研
究
家
で
あ
る
著
者
が
奇
兵

隊
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
る
。
英
雄
で
も

な
い
、
偉
人
で
も
な
い
、
無
数
の
犠
牲

者
た
ち
の
姿
が
今
は
じ
め
て
明
か
さ
れ

る
。

定　
価　
７
８
０
円
（
税
別
）
中
公
新

書発　
行　
中
央
公
論
新
社

■
「
高
杉
晋
作
」
童
門
冬
二
著

　
高
杉
晋
作
の
辞
世
の
句
「
お
も
し
ろ

き
こ
と
も
な
き
世
を
お
も
し
ろ
く
」
を

テ
ー
マ
に
、
幕
末
の
動
乱
時
代
を
駆

け
抜
け
た
波
瀾
万
丈
の
人
生
を
紹
介
す

る
。

　
２
８
４
ペ
ー
ジ
。

定　
価　
１
６
０
０
円
（
税
別
）

発　
行　
Ｋ
Ｋ
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
ズ

■
「
長
州
五
傑
」
野
村
武
史
著

　
西
日
本
国
際
交
流
推
進
協
会
専
務
理

出
版
情
報

事
で
あ
る
著
者
（
萩
高
等
学
校
出
身
、

　
下
関
在
住
）
は
、
現
在
長
州
五
傑
顕

彰
碑
の
建
立
実
行
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
山
尾
庸
三
生
家
へ
の
設
置
に
む
け

募
金
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　

初
代
内
閣
総
理
大
臣
・
伊
藤
博
文
、

初
代
外
務
大
臣
の
井
上
馨
、
鉄
道
布
設

に
尽
力
し
た
井
上
勝
、
日
本
の
通
貨
制

度
を
確
立
し
た
遠
藤
謹
助
、
工
学
の
父

と
い
わ
れ
る
山
尾
庸
三
。
そ
れ
ぞ
れ
の

生
い
立
ち
や
人
物
像
、
功
績
を
振
り
返

る
と
と
も
に
県
内
の
維
新
の
史
跡
を
紹

介
す
る
。

　
１
２
４
ペ
ー
ジ
。

定　
価　
１
０
０
０
円
（
税
別
）

発　
行　
内
外
文
化
研
究
所

問

い

合

わ

せ　

野

村

（
０
８
３
２・５
２・５
４
４
６
）
へ

■
「
笑
ふ
猫
」
斉
藤
定
著

　
元
中
学
校
長
の
著
者
（
萩
市
大
井
在

住
）
が
、
退
職
後
新
聞
社
に
投
句
し
採

用
さ
れ
た
俳
句
に
随
筆
風
の
文
章
を
つ

け
た
俳
句
集
。
萩
の
情
景
や
著
者
の

折
々
の
思
い
を
描
く
。

　
１
９
７
ペ
ー
ジ
。

定　
価　
２
０
０
０
円
（
税
別
）

問

い

合

わ

せ　

斉

藤

（
０
８
３
８・２
８・０
０
６
４
）
へ

■
「
浜
木
綿
の
蔭
」
山
本
美
智
子
著

　
萩
・
阿
武
合
同
短
歌
会
の
副
会
長
を

長
年
務
め
、
一
昨
年
病
気
の
た
め
亡
く

な
っ
た
著
者
の
遺
歌
集
。自
身
の
病
気
、

手
術
、
そ
し
て
夫
の
看
病
。
そ
の
時
々

の
感
動
、
希
望
、
と
き
に
は
口
に
出
せ

な
い
思
い
を
つ
づ
る
。

　
２
８
８
ペ
ー
ジ
。

発　
行　
妻
有
野
書
林

問

い

合

わ

せ　

山

本

（
０
８
３
８・２
５・１
３
９
３
）

■
「
朝
だ
！
生
で
す
旅
サ
ラ
ダ
」（
テ

レ
ビ
朝
日
）

　
岸
田
敏
志
が
萩
焼
体
験
、割
烹
千
代
、

花
江
茶
亭
、
大
照
院
、
藍
場
川
、
堀
内

な
ど
、
萩
の
店
や
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
し

ま
す
。

放
送
予
定
日　
12
月
14
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
午
前
８
時
〜
９
時
30
分

テ
レ
ビ
情
報



　
文
久
３
年
（
１
８
６
３
）
５
月
、
萩
藩
は
攘
夷
を
決
行
し
、
関
門
海

峡
を
通
航
す
る
外
国
船
を
相
つ
い
で
攻
撃
し
ま
し
た
が
、
翌
６
月
に

は
外
国
船
の
報
復
攻
撃
に
あ
い
、
大
打
撃
を
う
け
ま
し
た
。
こ
の
報
は

す
ぐ
に
萩
城
下
に
も
た
ら
さ
れ
、
城
下
住
人
の
間
で
は
、
外
国
船
襲
来

に
対
す
る
危
機
意
識
が
高
ま
り
ま
し
た
。
自
分
た
ち
の
町
は
、
自
分
た

ち
の
手
で
守
ろ
う
と
、
町
人
を
中
心
と
し
て
身
分
や
年
齢
を
問
わ
ず
萩

城
下
の
住
人
た
ち
が
総
出
で
、
城
下
北
辺
の
日
本
海
沿
い
の
菊
ケ
浜
に

約
１
㎞
に
わ
た
っ
て
土
塁
を
築
く
行
動
を
起
こ
し
ま
し
た
。
土
塁
の
築

造
工
事
は
文
久
３
年
６
月
に
着
工
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
と
時
を
同
じ
く

し
て
町
兵
の
取
り
立
て
も
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
町
兵
組
織
が
萩

市し
ゆ
う
た
い

勇
隊
で
、
主
に
城
下
の
豪
商
層
の
子
弟
た
ち
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ

の
時
期
、
市
勇
隊
だ
け
で
な
く
、
奇
兵
隊
を
は
じ
め
と
す
る
い
わ
ゆ
る

諸
隊
が
藩
内
各
地
で
結
成
さ
れ
ま
す
。

　
須
子
小
五
郎
は
、
萩
城
下
浜
崎
町
の
豪
商
須
子
半
兵
衛
の
４
男
と
し

て
生
ま
れ
、
文
久
３
年
６
月
、
市
勇
隊
の
結
成
と
同
時
に
18
歳
で
入
隊

し
ま
し
た
。
市
勇
隊
結
成
の
２
か
月
後
の
８
月
18
日
に
は
、
公
武
合
体

派
の
会
津
藩
と
薩
摩
藩
が
提
携
し
て
尊
王
攘
夷
派
の
萩
藩
を
京
都
か
ら

追
放
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
萩
藩
は
京
都
に
お
け
る
政
治
勢
力
を

き
割
腹
し
て
果
て
た
と
い
い
ま
す
。
弱
冠
19
歳
で
し
た
。

　
小
五
郎
が
京
都
へ
進
発
す
る
前
、
宮
市
屯

と
ん
し
ゅ
う

集
中
に
し
た
た
め
た

長
兄
清
九
郎
あ
て
の
手
紙
が
２
通
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
元
治
元
年

３
月
９
日
の
手
紙
に
は
、
兄
に
小
遣
い
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
要
求

し
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
先
日
か
ら
気
分
が
悪
く
薬
代

が
入
用
だ
と
い
っ
て
い
ま
す
。
つ
い
で
、
同
年
３
月
19
日
の
手
紙

に
は
、
小
遣
い
の
お
礼
と
気
分
も
良
く
な
っ
て
安
心
し
て
く
れ
と

い
い
、
近
々
市
勇
隊
も
上
京
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
少
し
だ
け

で
も
萩
へ
帰
り
た
い
と
望
郷
の
念
を
募
ら
せ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

隊
中
で
は
帰
省
は
た
い
へ
ん
難
し
く
、
帰
省
で
き
る
口
実
を
つ
く

る
た
め
、
先
祖
の
法
事
や
家
族
が
病
気
で
あ
る
と
い
う
手
紙
を
よ

こ
し
て
く
れ
と
頼
ん
で
い
ま
す
。
手
紙
か
ら
は
、
戦
場
へ
赴
こ
う

と
し
て
い
る
若
い
兵
士
の
赤
裸
々
な
気
持
ち
が
に
じ
み
出
て
い
ま

す
。
禁
門
の
変
で
は
、
萩
藩
の
戦
死
者
の
遺
体
は
そ
の
ま
ま
放
置

さ
れ
、
遺
骨
を
故
郷
へ
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

長
兄
の
清
九
郎
は
、
明
治
４
年
（
１
８
７
１
）
小
五
郎
の
肖
像
を

絵
師
大お

お
ば
が
く
せ
ん

庭
学
僊
に
描
か
せ
、
弟
の
事
蹟
を
後
世
に
伝
え
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
須
子
家
で
は
、
い
ま
だ
に
こ
の
肖
像
と
京
都
霊

り
ょ
う
ぜ
ん山

（
京
都
市
東
山
区
）に
ま
つ
ら
れ
て
い
る
小
五
郎
の
墓
碑
の
拓
本
を
、

毎
年
盆
に
床
の
間
に
か
け
て
小
五
郎
を
し
の
び
、
そ
の
霊
を
弔
っ

て
い
ま
す
。

萩
市
郷
土
博
物
館　
樋
口
尚
樹

回
復
す
る
た
め
、
軍
勢
を
上
京
さ
せ
る
こ
と
を
決
定
し
、
瀬
戸
内

海
側
の
宮
市
（
現
、
防
府
市
）
に
諸
隊
を
集
結
さ
せ
、
そ
の
機
会

を
う
か
が
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
萩
市
勇
隊
も
軍
勢
上
京
の
募

集
に
応
じ
、同
年
10
月
、宮
市
に
屯
集
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

小
五
郎
は
、
こ
の
年
12
月
に
宮
市
に
赴
任
伍
長
に
任
命
さ
れ
、

京
都
へ
の
出
撃
に
備
え
軍
事
訓
練
に
励
み
ま
し
た
。
翌
元げ

ん
じ治

元
年

（
１
８
６
４
）
６
月
５
日
、
京
都
で
起
き
た
新
撰
組
に
よ
る
尊
王
攘

夷
派
志
士
た
ち
へ
の
襲
撃
事
件
、
池
田
屋
の
変
を
き
っ
か
け
と
し

て
、
萩
藩
は
い
よ
い
よ
京
都
に
向
け
て
進
軍
を
開
始
し
、
同
年
７

月
19
日
、
禁
門
の
変
が
勃
発
し
ま
し
た
。
禁
門
の
変
に
参
戦
し
た

萩
藩
の
軍
勢
は
約
２
０
０
０
人
、
こ
れ
に
対
し
、
幕
府
を
は
じ
め

会
津
・
薩
摩
両
藩
を
主
力
す
る
諸
藩
の
軍
勢
は
約
６
〜
７
万
人
で

し
た
。
萩
市
勇
隊
は
隊
長
の
宮
川
彦
八
と
50
人
の
隊
士
か
ら
な
り
、

国く
に
し司

信
濃
の
陣
営
に
属
し
参
戦
し
ま
し
た
。
御ご

し
ょ所

の
西
側
に
位
置

す
る
中な

か
だ
ち
う
り
も
ん

立
売
門
前
で
激
戦
が
展
開
さ
れ
、
市
勇
隊
は
16
人
の
戦
死

者
を
出
し
ま
し
た
。
そ
の
中
の
一
人
に
、
小
五
郎
も
含
ま
れ
て
い

た
の
で
す
。
戦
闘
中
、
小
五
郎
は
酒
屋
の
前
で
膝
口
を
撃
た
れ
て

倒
れ
ま
し
た
が
、
ま
た
起
き
あ
が
っ
て
酒
屋
の
中
へ
駈
け
こ
み
ま

し
た
。
そ
し
て
、
店
先
に
あ
っ
た
置
き
座
に
腰
を
か
け
さ
せ
、
焼

酎
で
傷
口
を
洗
い
、
隊
長
の
彦
八
が
傷
口
を
吸
い
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
酒
屋
の
格
子
を
撃
ち
ぬ
い
て
飛
ん
で
き
た
弾
が
小
五
郎
の

膝
頭
に
あ
た
り
、
ア
ッ
と
い
っ
て
後
ろ
へ
倒
れ
ま
し
た
。
小
五
郎

は
も
は
や
こ
の
傷
で
は
助
か
ら
な
い
と
覚
悟
し
、
奥
に
は
っ
て
い

そ
れ
ぞ
れ
の
幕
末
維
新
（
１
）

須子小五郎肖像

萩
市
勇
隊
士　

須
子
小
五
郎

幕末・維新こぼれ話

　10月８日から 28 日まで、日
本橋三越本店（東京都）工芸サ
ロンで、萩焼作家 30人による萩
陶芸家協会選抜展が開催されまし
た。
　会場では現代の萩焼を代表する
作家の力作が一堂に展示され、多
くの来場者で賑わい、山口県のテ
レビ放送局も取材に駆けつけるな
ど好評のうちに終了しました。

Ｔｏｐｉｃｓ
萩陶芸家協会選抜展開催

日本橋三越

半
はんか
伽思

し い
惟（三輪龍作）

萩茶碗（大和保男）


	表紙　萩藩お抱えの力士「阿武松緑之助、菊ヶ浜勝蔵」
	萩400年の物語　第12回　佐野道可事件とは何か
	ズームアップ　西村不可止氏（広島指月会副会長）広島県
	田中傳氏（山口はぎ漁業共同組合代表理事組合長）
	萩発旬の味便り「ヨコワ」
	萩広域シルバー人材センター観光ガイド班　第4回萩おもてなし大賞受賞
	お店紹介　「珈琲　蔵」（萩市南片河町）
	「萩往還」遊歩百選に選定
	夢追人　川原謙一郎氏（「萩・松陰隊」総長）中小畑
	相撲絵　浮世絵展（県立萩美術館・浦上記念館　藤村忠範氏）
	萩、文学散歩　連城三紀彦「萩の雨」
	幕末・維新こぼれ話　それぞれの幕末維新（1）〜萩市勇隊士　須子小五郎

